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第一章 序  說 

言語 舉は 言語 を 研究 對象 とする 科舉で 、 言語の あら ゆ る 現象 を 種 々 な る觀點 から 種 々 なる 方法に より 研究す る もの 

であるが 故に、 その 觀點 並に 方法の 相違に 從ひ、 幾多の 研究 部門に 分 たれる。 ある 學者は 言語 起源 論 丄一 一一 n 語 本質 論. 言 

^變 化の 原則 等 一 般的 問題 を檢 討し、 或は 哲學 • 心理 學. 論理 手 社 會學. 審美 舉等 の觀點 から 言語に 關 する 理論 を 究明 

する。 又 ある 學者は 一 國 語の 文法的 構成. 歴史. 方言 分布の 實狀を 閑 明し、 或は 數阈 語の 一 致 • 相應. 類似 點を 比較 研究 

して その 共通 起源 を 探求す る。 比較 言語 舉 はこの 最後の 部類に 屬す るが、 相 類似す る 數國語 を 漫然と 比蛟 する ので は 

なく、 同一 の 根源から 派生した と 認められる 數國 語の 構成要素 を 比較して その 共通 基礎 語 を 推定し、 叉 逆に その 共通 

S 礎^ を出發 點 として 發 達した 各阈 語の 變遷 經路を 明瞭なら しめんと する ので ある。 勿論 起源 を 共通に せぬ 諸種の 國 

0, 例へば 日本語 • 支那 語 .奖詰 等 を 比較す る 事が 無益で あると： K ふので はない。 これにより^ 想發 表の 一般 形式 • 文 
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法 机^の 同異. 言語 變 化の 共通 性^に II する 認識 を 深め、 言語 現象 一 般に關 する 理解に^ 與 する 所 多い ので あるぐ こ 

れ 等の 問題 は 寧ろ 现論 一一 一一 口語 學に 委ねて、 比較 言語 學の 領域 を 限^す るので ある。 故に 比^ si 舉の 依って 立つ 棂捣と 

し て 、 か^ 基礎 語 . yiff  •  ^族 の 概念 を 明確 にす る 必要 が あ る 。 

古今 地球上の 隨 所に 於て 使 化せられ、 或は 使用せ られつ V ある 國 語の 數は 夥しい が、 その内の 若干 は 互に 特殊に し 

て 著しい 類似 點 を^: し、 その 現象が 決して 偶然 的 一 致 叉は單 なる 借用 關係 によって 說 明す るポの 出來ぬ 場合が ある。 

1, 例と して 「父」 及 「母」 を 意味す る 單語を 古代 印度 語 (= サン スク リット^) .ギ 

リ シ ャ誘 • ラテ ン語. 古代 獨逸語 • トカラ 語 (嘗 つて 屮央 アジ ャに使 W された も 

の) から 採って 比較して 見る (上表 參 照)。 

時 所 を 異にする 數 個の 國 語が 文法 及び 語彙の 上に この種の 類似 點を 多數に 

一： 小す 時、 ^人 は それ^の 國語 が蒈 つて 使 用された 一 國語 から 變： f 轉 化した も 

ので あると：. ム ふ假定 を 設けざる を 得ない。 卽ち、 それ 等の^ おは ある 共通 基 

礎お が 時 所の 推移に 從 つて 次第に 變 化した ものに 外ならぬと 認めて、 これ 等 

を： 九に 同系なる 阈 語と 稱し、 互に 同系なる 全ての！^ i を總 括して 一 語族と 云 

ふ。 これにより 比 i 一 c 語學は 共通 基礎 語の 假定の 下に、 d: 系お の 一致 相應點 

を 組織的に 研究す る 言^ 學の 一 部門と 定義す る亊 が出來 る。 

從 つて インド ョ ー n ッパ 語族 (以下 略して 印欧語 族). セム ^族. バ ン トウ 語 


族 ゆ を 形成す る！ ：！ 系 語の 比較に より、 それぐ 印歐 語比蛟 文法. セム語 比敉 文法 *バ ン トウ 語 比^ 文法 は 成立す る。 但 

し 一 語族の 比較 文法 は その 共通 基礎 語の 全般的 再現 出 を 主要なる E 的と する もので なく、 寧ろ 比較 研究 法の 許す 範園 

に 於て、 冋 系 語の 音韻. 文法. 語彙に 現 はれる 一 致 相 應點を 各^に その 出 發點に 溯らし めて 共通 基礎 語の 組織の 概耍を 

窺 ひ、 翻って 各國 語の 歷 史的 研究に 基礎と 背景と を與 へる ものである。 普通に 文法 を 分類して 記述文法. 歷史 文法. 比 

較 文法と する が、 特定の 國語の 特定の 時代に 於け る 文法的 構成 を 精確に 敍述 する 記述文法 がその 國語 の歷史 文法に 缺 

く 事の 出来ぬ 資料 を 提供す ると 同様、 一 國語 の 變遷を その 最古の 階段から たどる 歷史 文法 こ そ 比較 文 法 の 最も 信頼す 

べき 基礎で ある。 何と なれば 比較 文法が 共通 基礎 語の 組織 を 推定す る爲に は各國 語の 歷史が 示す 最も 古い 形態 を以っ 

て最 好の资 料と する からで ある。 よって これ 等兩 種の 文法 は 互に 密接なる 關係を 有して 亙に 相補 ふ ものと 云 はねば な 

らぬ。 叉 如何なる 語族の 比較 文法 も、 如何なる 國語 の歷史 文法 も、 共に 一 般言 語舉 及び 一 般 昔聲學 の原现 を^ 酌し、 

その 指導に 從 ふべき であると 同時に、 これ 等に 確 賞なる 具體的 事例 を 供給す る ものであるから、 言語 研究 の 部 1： は、 

1 見 多岐に 分れつ V も、 各部 門の 研究 は 互に 相 依り 相扶 けて、 言^ 現象の 究竟 的 理解 を 目標と して 邁進す る ものと 云 

ふ 事が 出来る。 

さて 現今 1 舣に 承認され てゐる 語族の 中、 その 研究の 最も 進歩して ゐ るの は 印歐 語族で ある。 蓋し 他の 語族に 比し 

て 遙に豐 富な 资料を 有し、 各國 語の 歷 史的 研究 も 頗る 發 達して ゐる 事に 起因す る。 又 印歐語 比較 文法の 用 ひる 研究 方 

法に 少 くも 原則的 誤謬な き 事 は、 これ を 他の 語族の 研究に 應 用して 得た 成繽が 最も 雄 辯に 證明 する 所で ある。 故に そ 

の 奪 門と する 語族の 如何に 關 せす、 苟も. 比较 研究に 從事 せんとす る 者に とり、 印欧語 比 校 文法の 一 斑 を 窺って おく 事 


ネ  a 

は 決して 徒^で ない。 叉木^の^:^ の^ I： も 印欧^ 族屮の 一 古代お に存 する^ 山から、 以下に W ひる 例證は 全て これ 

を この お 族 から 採る^ とした。 

附記 印歐 語族の 槪觀 

以上に より 比較 文法 は 若干の 同系 語 を 包括す る 語族 を豫 想し、 その 出發點 となる 共通^ 礎お の 假定に 立脚す る 事 を 

略^した が、 これ を 印歐語 比較 文法に 適 W して 云へば、 印欧語 族 を 形成す る 一群の 同系 語 を 全て 印歐 語と 稱し、 その 

共通^ 礎 ^を 始印歐 語 (primitive  Indo-European,  urindogermanisch) と 云 ふ。 卽ち、 印歐語 比較 文法 は 印歐語 

相互 問に 於け る 相應點 を組鈸 的に 且つ その 共通 起源 を弒^ しつ ゝ 研究す る舉 問で、 所謂 原始 印歐 おと はか、 る 研究に 

より 知り 得た 文法 組 繳 の總 和に 外なら ない。 

一 お 族 を 形成す る 同系^の 救に は 勿論 際限な く、 叉 詰 族の 概念 は純粹 にせ 3 語學 的に 規定され てゐ るから 人糨 的に も 

地 ^ 的に も 何 0 制^される^ はない。 語 派の 概念 も 語族に 準す る もので、 通常 語族 を 若干の， 語 派に 分ち、 各 語 派に も 

それぞれ 共； i 基礎 語 を假定 し、 これ 等 は 更に 全 語族の 共通 基礎 語に 溯り 得る ものと する。 

次に 印歐ぉ 族 を 例と して、 その 包括す る^ 派 及び その 代表的 國. 語 を列擧 する。 

〔一〕 インド • イラ ン 語 派 (Illdo-Il.aniau) 又は ァリ ヤン 語 派 (Aryan)。 

A 印度： お。 ^^の サ ンスク リツ ト語 (Sanskrit) を以っ て 古代 印度 語の 代表と する。 サン スク リツ ト語で 書かれた 最 

古の 文獻は 印度の 西北 部、 主として パ ンヂ ヤップ 地方で 作られた 宗敎 讃歌 を載錄 した リグ ヴ. -1 ダ本锒 (9g-veda-saITl- 


li ま， 2000  —  1500  B.  p  ？) である。 その 言語 は 狭義の サン スク リット 語卽ち 古典 梵語に 對 して ヴ " 1- ダ語 (vedic) と 

呼ばれる。 古典 梵語 は 西 轿前四 世紀に 確立して 後、 印度の 標準 文章語と して 文學 及び 舉術 書に ffl ひられ、 今日 尙 その 

命脉を 保って ゐる。 

B イラン 語。 古代 波斯語 (old  Persian) 及び ァヴ - スタ語 (Avcstic) を以 つて 古代 イラン 語の 代表と する。 前苕は 

ダリ ウス 王 (在位 522-48G  B.  P) 等 アケミ 一一 ャ朝諸 王の 碑文に 残り、 後者 はゾ "ァス タト 敎 の^ 典ァヴ " ス タ の 言 

語で 印度に 於け るヴ -  、 ダ 語に 類似して ゐ る。 

〔二〕 トカラ 語 派- Tokharian)" トカラ 語 は 中央 アジ ャに 殘存 する 文獻 (西曆 七 世紀 前後) によって 知られる 死語。 

A 及び B の 二方： 一ー£ を 含んで ゐる。 詳しく は 四四 頁 以下 參照。 

〔三〕 アルヌー 1 ャ語派 (Armenian) 。古代 アル メ 一一  ャ語、 卽ち 古典 アル メ  二 ャ語は 聖書の 鑭譯、 並に その他の 宗敎文 

0. 歷史， 書に よりて 代表せられ、 西曆五 世紀に 溯り 得る と 云 ふ。 

〔四〕 アル バー 一 ャ語派 (Albanian)，. 主として 十六 世紀 以後の 文獻 により 知られて ゐる。 

〔五〕 ギリシャ 語 派 (Greek)。 古代 ギリシャ 語 は 多數の 方言に 分れて ゐ たが 西暦 前 五 世紀 アテネ 市が 政治的 並に 文舉 

的に 優勢な 位 S を 占めて 以來、 ァ ティ ック 方言 (Attic) は文舉 語と して 他の 方 一 百 を 凌駕した 3 これ 所謂 古典 ギリ シ ヤ^ 

である。 かの ホ ー マ ー の敍事 詩の 言語 (Homeric) は 大體に 於て ィォ -I ャ 方言 (Ionic) であるが、 その 原形 は H オリ ャ 

方言 (Aeolic) と 認められる。 耍す るに 同一 時代に 一 人の 筆に 成った もので はない が、 その 主要部 分 は 他の ギリシャ 文 

舉 より 古い。 この 外尙^ 力な 方 一一 一 C として ド，' "ャ方 曾 (Doric) を 擧げる 事が 出來 る。 これ 等の 古代 ギリ シ ，方言 は豐 


序  » 

^なる 碑文に よって 知られ、 印度の ヴ， - 1 ダ 語と 並んで 印歐語 比較 文法に 最も 貴重な 資料 を 提供す る。 

〔六〕 イタ リャ語 派 (Italic)。  ^太 利 牛な に は 十  1： 代 秤々 な 方言 (ォス ク^. ゥンブ リャ語 等) があった が、 羅^ を 中心 

とする ラテ ィゥム の 方言 卽 ちラテ ン語 (Latho により ffi 倒された。 所謂 古典 ラテ ン^ は 西曆前 一 世紀に 確定した もの 

である。 又ラテ ン 日常 語が 次第に 變港 して 現 今 の 口 マ ン ス諸語 f Romance  languages/ 卽ち ブラ ン ス譖 (French). ィ 

タ^ャ 語 (Italian)  • ス ペイ ン語 (SPEBhs ル ト ガル 語 (psctngiaese) 等と なった 事 は 周知の 事 g である。 

〔七〕 ケルト 語 i^celtic)。 古代 ゲルト 語の 代表と して は、 (一) 歐洲 大陸に t ^する 碑銘に より 知られる ガリ ャ語 

(Gallic).  (二) 八. 九 世紀に 屬 する 十 ：1 代 アイルランド 語 (01(1  Irish  )、 (三 )R じく 八 世紀より 知られる 古代 ゥ ェ.' ルス 

語 (old  .Welsh) を 擧げる 事が できる。 就中 軍； 耍 なの は笫ー 一の ものである。 

ケ ルト^ 派と イタ リャ薪 派と は 特殊な 類似 點を 有し、 他の^ 派に 比して 兩 者の 問に は 更に 密接な 關係を 認め 得る 

故、 兩 ^派の 共同 時代 を豫 想し 之 を總稱 して イタ n  • ゲルト 語 派と 云^。 

〔八〕 スラブ 語 派 (Slavonics 最古の 文 獻は九 世紀に 屬 する 聖書の 飜譯 で、 その 言語 を 古代 敎會 スラブ^ (old  CI1U- 

rch  Slavonic) と：. ムふ。 方き C 的に は ブル ガリ ャ 語に 最も 近い 故、 厘ぐ 十：： 代 ブル ガリ ャ听； sd  Bulgariai こ とも 稱 せら 

れる。 近代 翳の 中、 c シャ 語 (Russian)  • ボ i フ ン ド 語 ( polish). チ-， ク諼 (Czech)  • セル ビヤ 語 (Serbian)  • ブル ガリ 

ヤ^ i 等 は 之に 屬 する。 

〔九〕 バルト 語 派 (Baltic/ 現代の 代表^と して は リス ァ ユア 語 CLitlumuian) 及び レット 語 (Lettic) が あり、 その 文 

獻は 共に 十，； ハ^ 紀 以^; に愿 して ゐ るが 文法 は 古風な 特 微に官 み、 殊に リス ァ 一一 ヤ^ は 近代 語 中、 印歐 語 比較 文法の 最 


珍重す る 所で ある。 叉 今 は 死語なる 古代 プ 口 シ ャ語 (old  Prussian) もこの 語 派に 羼 した。 

-、， ルト^ 派と スラブ 語 派と は 種々 な點で 頗る 類似して ゐる 故、 その 共同 時代 を豫 想し バ ルト • スラブ 語 派なる 名の 

下に 總 括す る學 者が 多い。 伹 しこの 見解に 對 して は 相 常に 有力な 反對の ある 事 も 忘れて はならぬ。 

C  I  0 ゲルマン 語 派 (Gernvanic)。 現代語と して は 英語 .獨 逸 語. 和 蘭 語 (Dutch) 十抹語 CDanisll) 及び スカ ンデ , 

ナヴ ィ ャ諸語 を 含む が、 比較 方法 は 死語た るゴ ー ト語 (Gothic) 及び 古代 アイス ランド 語 (old  Icelandic). 古代 高地 

獨逸語 (old  High  German)- 古代 英語 (old  Englis 等 を 主要なる 資料と する。 就中 ゴ 1 ト語は 四 世紀に 羼 する 聖 

書の 飜譯 によって 代表 せられて 最も 貴重な ゲル マ ン語 とされて ゐる。 

〔一 一〕 ヒ. - タイト 語 派 (wittite;)。 嘗 つて 小 アジ ャに行 はれた 死語。 近時 發 掘せられ た 文獻は 西暦 前  一 ra〇〇 年顷 

に屬 すと 云 ふ。 但し ヒ" タイト 語は旣 知の 印歐 語と は 著しく 異る點 が 多く、 前記の 諸 語 派と 全く 同列に は 論じられな 

い。 詳しく は 五一 一 頁 以下 參照。 

尙 この 外 僅少なる 文獻 により 知られて ゐる印 歐語も 若干 存在す るが、 その 所屬 等に 關 して は 尙 議論の 餘地 ある 故、 

今 は 之 を 省く。 又 玆には 以下の 說 明に 例 證 として 用 ひる 印歐 古代語 を 主として 列擧 したに 過ぎない が、 上記の 十 一 な叫 

派 中 トカラ^^と ヒ "タイト 語 派と を 除き、 他の 諸 語 派 は皆述 綿と して 現今まで 存績 し、 且つ 各、、 複雜 なる 方言 分布 

を 包藏 し、 又英 卵 語の 如く 文化 語と して 世界に 雄飛して ゐる もの も ある。 これ 實に 印歐 語族が 言語 學的 にも 文化 

史的に も 重き をな す 所以で あるが 玆 に細說 する 遑 はない。 

次に 請 者の 便宜の ため、 略字 の 說明. 發音 略解 を 揭げる 。 

序  設 
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略 の^ 明 


Alb.  =  Albanese  アル パ ニヤ ri;? 

Arm.  =  Armenian  アル メ-ャ 

Av.  =  Avestic  ァヴ エスタ ^ 

Fr.  =  Frencli  フランス語 

G.  =  Primitive  Germanic  原始 ゲルマン IS 

Goth.  =  Gothic  ゴ―ト 語 

Gr.  =  Greek  ギリシャ 語 

Hitt.  =  Hittite  ヒッ タイ ト語 

Horn.  =  Homeric  ホ— マ— 叙 車 詩の 言 認 

IE.  =  Primitive  Indo-European 原始 印歐語 

Ital. = Italian  イタ リャ語 

Lat.  -  ：  •  Latin  ラテン '； 

Litb.  =  Lithuanian  リス ァュャ き 5 

Mir.  =  Middle  Irish  屮期ァ ィル ランド 語 

NE.  =  New  English  近代 英 15 

NHG.  =  New  High  German  近 ft 高地 獨逸語 
OCLS1. = Old  Churcli  Slavonic 古代 敎會ス ラ ブ語 

OE.  =  Old  English  古 g 語 

OHG.  =  Old  High  German  古代 高地 獨逸語 

OIc.  =  Old  Icelandic  古代 ァ イス ラン ド語 

Olr.  =  Old  Irish  古代 アイ ルラ ン ド語 

ORuss.  =  Old  Russian  古代 口 シャ， 5 

OWelsh  =  Old  Welsh  古代 ゥェ— ルス 語 

Skt.  =  Sanskrit  サンスクリット 語 （古代 印度 語） 

Span.  =  Spanish  スべィ ン nf き 

Tokh.  A  =  Tokharian  A  トカラ お- A 方言 

" B  =  B  "       B 方言 

* 假 定形の 符號 
V 語极 の符號 
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Sanskrit  ： 


r, 1 = syllabic  r,  I， 


序 


c  ^  English  cli 〔tj"〕，  j  = 〔お〕， 
i,  d like  Lng.  t,  d, 
m      t,  d like  French  t,  d, 
A  =  Eng.  Bg  〔9〕， 
n  =  Fr.  gn  〔ji〕， 
m  =  pure  nasal, 
§  =  Uerman  (i)cli  l.?J, 
？  二  Eng.  sh  〔J"〕， 
li = a  kind  of  voiced li, 
h  =  h 

Avestic  ： 
a  =  Ca-D,  a  = 

x  =  Ger.  (a)cliCxX  y  = ひ〕， 

9  =  Eng  th(in)〔G〕，  8  =  〔3〕， 
c  = ひ D，                 3  = 〔お〕， 
n  =  〔D〕， 

s  =  CD,  i  =  〔3〕. 

Armenian  ： 

c  =  〔ts〕，  j  =  〔dz〕， 

ら = ひ/〕，  3  = しお〕 

}  ―    velar 1， 


r  =  strongly  rollea  r, 
s  =  CD,  i  =  〔3〕， 

Old  Cliurch  Slavonic : 

o  =  〔5〕，  e  = 〔き〕， 

e  -―  〔£〕,  y  =  Kussian  ti, 
j  =  〔y〕，  x  =  〔x〕， 

c  =  〔ts〕，  c  =  〔tj〕， 

§  =  CD,  ^  =  〔3〕， 

Litliuanian  ： 
e  =  e,  e  =  ie, 

u  =  uo,  y  =  i, 

j    -  00 

c  =  ts,  cz  二  〔tj〕，  di  = 〔お〕, 
sz  =  〔D，  ^  =  〔5〕 

Old  Irish  : 
d,  e,  etc.  =  a,  e,  etc., 
ch  =  〔x〕，  tli = 〔G〕， 

Gothic : 

ai 二  e,  =  ai, 

au  =  o,  An  =  au， 

ei  二  I, 
t>  二  〔れ 

Toldiarian : 
like  Sanskrit, 
a  =  CO  ? 
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♦C«KI!^ の 規則 性 

發音 略解 

多 數の國 語の 發音 を詳說 する遑 はない が、 例と して ffl ひられる &;ぉ を 略 正しく Sfg み 得る ために 簡單な 說明を 加 

へて おく。 母 額 文字 a  ei  o  U は 概して 口 1 マ 字の 如く 讀み、 子- W 文字 も 亦瓧刖 として B 1 マ 字の 如く 讀め ばよ 

い。 又 母 韻文 字の 上に ある 横線 は. お 音 を 示す が、 古代 アイルランド^, 古代 アイスランド 語、 古代 英語に 於て は 

この 代りに/なる 符號を 用 ひる。 佴 し サン ス クリク ト語 及び リ ス ァ 一一 ャ 語に 於て は/  ~ によって アクセントの 位 

^を：： 小す。 右に 發音上 注意すべき 諸 點を擧 げたが、 括弧 內の 文字 は 音 聲舉が 普通に 川 ひる 發 音符 號 である。 

第二 章 言語 變 化の 规則性 

同 一 お 族に 壩 する 以上、 吾人の 假定 する 共通 基礎 語と 如何 枵の 距離が あっても 歷 史的に は 等しく^ 礎^の 述箝と 2- 

るべき で、 その 問 何等の 斷絡を 許さない。 卬歐 語族に 屬す る國語 中、 頗る 複雜な 文法 を 有する サンスクリット 語 も、 

極度に 簡^な 近代 英語 も 共に 原始 印歐^ の述 綾で ある 點に 於て は 何等 相 異る所 はない。 變 革の 程度の 如何に 拘ら す、 

各國^ の^ 遷發達 を歷 史的に 研究し、 叉 は 一 語族に 屬 する 一 群の 阈語を 比較して その 共通 基礎^の 組織 を 採 求し 得る 

の は寳に 一 1M! 語變化 の 規則 性に よるので ある 3 この 前提な くして は あら ゆ る 語源 研究 は 邪道に 陷り * 歷史 文法 も 比較 文 

法 も 共に その 极據を 失 ふに 至る" 言語 變 化の 規則 性 を 確認す ると 否と は 科^的 近代 言語 學と 奔放なる 往時の 言 ii と 

を 121:^ する 最も 顯^ な 相^ 點と稱 すべきで ある。 仉し言 ^變 化の 規刖性 及び 之と 交錯す る 諸 ^ の 現象の 理論的 考察 は 

1 般 si ゆの 铽 域に^ し (祌保 格 氏 rffii 學概說 」 石 6 教 平氏 「一一 一一： 語お 講話」 參 niy 比 is 法 は その 极本^ 则を 承認して 
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之 を簧際 上に 運用 すれば 足りる ので ある。 故に 玆 では 比較 文法の 常識と して 極めて 簡單な 解^ を 施す に 止める。 

言語 は 時の 經過 につれ、 常に 多少の 變化 をす る。 例へば 古代 英語と 近代 英語、 ラテン語と フランス語と を 比較 すれ 

ば 隔世の 觀深 きものが ある。 然し 言語 は 不規則 放縦に 推移す る もので なく、 その 變遷は 著しい 規則 性を帶 びて ゐる。 

今 ラテン語の 人稱 代名詞 m§,  i§ が フランス語に 於て 夫々 moi,  toi となった 事 を 知る 時、 之 等と 音 形に 關 しても 條 

件 を 同じく し、 叉 文法的に も 同じ 範疇に 屬 する フランス語 soi に對 し、 ラテン語 を 知らない 者で も 直ちに s§ と 答へ 

て 誤謬に 陷ら ない。 同様に、 OHP  mhi,  dl.n:  NHP  mein,  dein なる が 故に、 NHP  sein に對 して は OHP  sin 

を豫 想し 得る。 かくの 如く 音韻 變 化の 示す 規則的 結枭を 要約し、 その 相應を 表示した もの を 通常 音 則 (law  of  souud- 

change,  T」sltgcsetz, loi  pkonajique) と稱 して ゐるコ 上例に 於て OHP  i  ：  NHP  ei  〔ai〕 は 一 個の 音 則で ある。 

之と M じ 相應を 示す 一 群の 單 語に 於て その 母 韻 は 音 則 的に 變 化した と 云 ふ (上表 參 照)。 

，  同 一 語族に 屬 する 同系 語 は 皆 その 共通 基礎 語の 繼綾 である 故、 同系 語 間 

に 於ても 亦 規則正しい 相 應を發 兌し 得べき である。 例へば、 

L.  NE.  NHP 

duo  ：  two  ：  z  一 v。i  -u» 

decern  ：  ten  ：  zelm  « -マ 、 

dens  ：  tootli  ：  Zalm  ~驟、 

に 於け る 第一 子音に ついて 見れば L. (1 ： NE.  t  ：  NHG.  z〔ts〕 なる 相 應が規 


，  ，  す  ,  p 

體妬 行る， #  ， 

身 嫉騎登 豚葡時 


G 

H  b  M 

L  T 


a  ^  ^ 

iv  i  II 

r  s  s 


n 

•s 辻 

V  e 

V  z 


G 

H 


^か 辻お 

s 語 i- 化の 規則 #1 


t 
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2i  W 化の W 則 t 

則 正しく 行 はれて ゐる。 更に サ ンスク リツ ト詻 及び ギリ シ ャ 詰から 之に 相當 する 單詰を 擧げれ ば 夫々 

これによ りこ 、に 問题 となった 子 昔の 原形 を d と 推定す る 時、 IK. (1 ： Stt. (1 ： Gr.  5  ： に d  ：  KK.  t  ：  NHP  z な 

る 相應の 方式に 到逑 する。 

以上 "さ^ 變 化の 規則 性、 並に 之 を前投 として 便宜上 設定す る 昔 則に ついて 略說 したが、 所 IS 昔 則なる もの は 言語 變 

化の 跡を弒 みて 歸納 した 現象 を 要約した ものであるが 故に、 只綏 驗的價 値を冇 する のみで、 何等 必然的 又は 命令 的 効 

力 をお する もので はない。 この 點に 於て 昔 W は 自然 科舉の 法則と 全く 性質 を 異にする。 ある 國語の 昔 組鈸 中の 一要素 

がその 傅 承 過程に 於て 變 化する 時、 特殊な 原因に より 妨げられぬ 限り、 原則として は 除外例 を 許さぬ と 云 ふ 事 は經驗 

ト： 認容 さるべき であるが、 無條 件なる 音 則 も 亦 稀 有で ある を 忘れて はならぬ。 音節の 構造、 アクセント 殊に 強勢の 位 

K はは 驅 f 昔韶 變 化の 條 件と なり、 又 結合子 昔の 變化 は單 一 なる 子音の 變 化と 趣 を 異にする 寧 多く、 更に 同化 (Assi- 

mililtion). 異化 (Dissimilation). ^ 位轉換 (Metathesis). 類 昔 省略 (Haplology) 等の 現象 は 言語の 變化を 益、、 複雜 なら 

しめる。 故に 昔 則に ついては 常に その 條件を 明確に し、 つ 昔 則に 適合し ない 例外に 對 して は、 之 を 妨げる 特殊の 

原因 を 探らねば ならぬ。 

特殊の s^lji は 一 般的 昔^に 從 はす 獨特 なる 變化 をす る W が ある。 例へば フランス語 monsieur  〔m(0〕sj55〕 及び 獨 

逸 語で 「今日」 を 意味す る heute  Qsys  (OHG.  liiutu) は 夫々 monsieur 及び hiu  tage の 正規なる Jul 形と は 云 ひ 


難い。 叉 獨立性 を 失って 單 なる 文法的 機能 を 保つ 言語 要素 も 特^な 變遷を 伴 ふ ことがある。 例へば フラ ンス 語の 冠詞 

le, la,  lea は 夫々 ラテン語の if,  Sam,  iusa  (mils) を繼績 する ものであるが、 語頭 母 韻の 晚落は その 文章 中に 

於け る 接頭 的 用法 (llroclytic  use) によって 說明 せらるべき である。 

所謂^ 則と 交錯す る 現象のう ち、 最も 重要な もの.^ 1 つと して 類推 (Analogy) を擧げ ねばならぬ。 ラテン語に 於て 

「名 譽」 を 意味す る 15115S の ほ 的 格と して は 1KS ち sem が豫 期せられ るが、 ラテン語に 於け る 特殊の 音 則に より 母 韻の 

屮 §1 にある S は r となる から (rhotacism) 、 先 づ 110115S  ： 110n51.em と なる は 當然 である。 然し 主格 が lionor となった 

の は 音 刖的 と は 云 ひ 難く .  5rrltol- .. 5r<,lt5rem 等の 型に 則って lloaor  ：  hon5rem となった と考へ られ る。 かくの 如き 

變？ &J を^ 示 すれば *  5r:it51.em  ：  5r「ltor  = 110n5sm  (〈llollosem)  ：  honor  (honos  CO  t~  ) となり 力、 る 變遷を 

類推に 依る 變 化と 云 ふ。 更に 一例 を 擧げれ ば ラテン語で 「元老院」 を 意味す る scl^tus は 第 ra: 種變 化に 從 つて 所屬格 

fsu「lt,ls を 有する にも 拘ら す、 更に 第二 種變 化の 所 屬格形 senStT をつ くるに 至った の は animus  ：  slimr  =  snr 一 tus  ： 

senis なる 類推に 基く ものである。 但し この場合 は sen「ltus と屢 f 並用され る 1.5PU1U8  ：  sopull を モデルと したと 云 ひ 

得る 故、 類推の 直接 起 ra を も 明瞭なら しめる 事が 出來 るが、 通常 文法 上の 形態に 起る 類推 は、 寧ろ 變化榇 式の 型 を 起 

因と 考 へれば 足り、 個々 の 場合の 起因と して 特定の 單語を 探索す るに は 及ばない。 勿論 意義 上 密接に 關 係す る單 語の 

SI に は 昔 形 上の 接近 を來す 事が ある (8ntamination^ 例へば アル メ 一一  ャ 語に 於て 「息子」 を 意味す る nstr は その 接尾 

耍素 (-tr) に關し て 他の 印歐 語と 著しく 異 るが ミ ，。、s,  Toch.  A  se, 13  soy,  Slst.  srln-is,  NE.son,  NHPSOlln,  etc.)、 

之 は 「娘」 を 意味す る dustr(skt.  du 匿， Gr.  ecHJP,  Tocll. A  tkScer, 13  dirlcar,  NE.daugliter,  NHPTOCMer) 

一 K 語 n 化 S 規則 性 
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に 接近した ものと 說 明され る。 又 イタ リャ語 • スペイン^. ボルト ガル 語の gl.ave は ラテン^  gravis 「重き」 の^ 投で 

あるが、 イタ リャ語 gr ひ ve フラン ス；^  grief プ n ヴァ ンサル 語 gl.eu は 皆 基礎 形と して *grevis を豫 想せ しめる。 

この場合 ラテン^の 正規 形 gravis の 傍に、 意義 上 之と 對 立の 關 係に ある levissi き」 に 接近した *grevis が 生じ、 

« マンス^の 一部に 機 承され たものと おへられる。 之と 少しく 趣 を 異にする が 音 形と 意義との 述想を 基と して 起る 所 

^^俗語 源 (popular  etymology,  volksetymologie) が ある。 有名な 一 例 を 擧れば 古代 獨 逸？； i に 於て 「大 いなる 洪水」 

を ^味した siu-vluot が 特殊な 宗敎的 意義 を もつ に 至って さ iude 「罪」 なる 語 を 速 想し Siindflut と改變 される に 至 

つた 類で ある。 

以上 皆 音 則と 交錯して 例外 形 を 惹起す る 現象で あるが、 玆に 最も 注意すべき は 文法 ト： の變化 様式に 關 する 規則 化 .單 

純化の 倾向 である。 古代に 於て 英誥 名詞の 複數形 は 種々 あつたに 拘ら す， 近代 英語に 於て は 少数の 例外 を 除き、 

に 終って ゐる。 これ を歷 史的に 見る 時 は 規則 化の 傾向に 負 ふ 所が 多い。 一例 を 取る に 「牛」 を^ 味す るお の變化 は OK 

c-i:PL  cy  (MR  ky  2 二 dne) であった のに 反し. 現今 は cow  ：  cows となって ゐる。 これ は sow  ：  sows 笠の 刑丄に 倣つ 

たもので、 その他 多くの 名詞 も 古来の 複數形 を棄て \*  ^複數 形 を 取る に 至り、 近代 英語の 文法 は 著しく^ 純化され 

た。 又ラテ ン語 amss 「愛す」 の 現在 sffi- 數形 am5,  amas,  amat に對し フランス語に 於て は aim,  aimes,  aime(t) を 豫 

期す るが、 二人 稱 ニニ 人稱に 倣って 一人 稱も亦 abne となる に 及び、 aimer と M ー變 化に 屬 する 全ての 動^ は 一人 稱 

をい に 終らし め 除外例 を 許さない。 結果に 於て は 音韻 變 化と 同様な 规則性 を 示す 故、 か X る 現象 を 音 則に 對 して 形態 

方则 (lois  morpliologique) と 呼ぶ 舉者も ある。 
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類推 及び 之 に 準す る 現象の 外、 借 £( borrowing,  !Entlclmung,  emprunt) も；^ f 昔^ に對 する 例外の 原因 をな す 察が 

ある。 正規な 昔 則 的 變遷と 借用に よる 結果との 差異 を 最も 明瞭に 示す の は. 口 マンス 語に 於け る 所謂 對似語 (doublet, 

Doppelform) である。 フランス語 f  r5le  ：  fragile イタ リャ語 f  rale  ：  fragile に 於て fr§le,  frale は 何れも ラテン語 形 

fragilem の 正規なる 變遷を 代表す るが、 fragile は 後世 文章語から 借用した もので ラテン語 fragilis の 音 則 的變化 

とは區 別せ ねばならぬ。 然し 借用 現象 も 一 般 化された 時 は 音 則と 同様の 規則 性 を 示す ことがある。 今フラ ン ス に 於て 

巴 里の 發音を 模倣し、 自分の 方 一一 一一 口で twe  (Htoi)，  mwo  (  =  moi)，  rwe  (  =  roi) と發 音すべき 場合に twa,  mwa,  rwa 

と發 音す る 者 は， あらゆる 場合に 〔wc〕 と 〔wa〕 との 交 迭を行 ひ、 この 傾向が 一 地方に 一 般 化される に 至れば その 結果 

は 音 M と區 別な き 觀を呈 する に 違 ひない。 か \ る 現象 は！ 一方 言 或は 一 ー國 語の 接觸 する 場合 常に 起り 得る 事で、 ある 國 

語が 他の 國 語と 接觸 せす 全く 孤立して 變遒 したと 云 ふこと は 想像し難い 所で あるから、 古來 方言 或は 國語 の接觸 混和 

(Dialctt-,  spracllmisclltmg) に 基く 音韻 變 化も屢 f あった 事 を考 へねば ならぬ。 

以上の 如く 言語 變化は 複雜な 現象で あるが、 その 間に 一 定の 規律が あり、 一 見 例外の 様に 見える 場合で も 一 定の條 

件 或は 特殊な 原因 を發兑 して 説明し 得る 事が 多い。 勿論 現 時歷史 文法 及び 比較 文法に よって 說 明し 盡 されない 點は枚 

擧に遑 ない ので あるが、 之に より 原則 を 疑 ひ、 或は 比較 研究の 可能性 を 否定し 去る 事 は 出来ない。 音 則に 對 する 例外 

を 指摘して その 價値を 疑 ふ 者 は飜っ て昔则 により 說 明され る 事實の 如何に 多い か を ねばならぬ。 吾人が 一 國語 につ 

き 知る 處は その 最良の 場合に 於て する 九 牛の 一 毛に 過ぎぬ。 殊に 印歐語 比較 文法の 如く 主として 古代語 を對 象と する 

場合 は、 古代 文獻を 唯一 の 憑據 とする 故、 口語 體、 方言 分布 等に 關 する 知識 を缺 き、 文字の 表示す る 音 價には 音聲學 

篱語變 化の 規則 性  n 


的 正確 は 期待され す、 且つ 古代に 於て 印歐語 を 使用した 國 民に ついては 明瞭な 歷史的 • 地理 的 知識に 乏しく、 從 つて 

征服^と 被 征服者 又は 移住者と 先住者との 間に 屡 f 起る 言語 轉換 (spracllweclil) の 事實に 暗く、 例 へ 歷 史的 事實と 

して 之 を 認め 得る 場合で も その 結粜 亡びて いった 國 語の 記錄を もって ゐ ない。 最も 有利な 條件を 具備して ゐる a マン 

ス語 比較 文法 率 者で すら 刻々 に その 缺陷を 痛感して ゐる。 か、 る狀 態に あっても 尙 原始 印歐 語の 昔 組織 を 窺知し， 文 

法的 構成の 大耍を 推定し 得る の は、 言語 變 化の 規則 性 を 根本 原則と し、 之 を 妨げる 諸 現象 を 識^し、 細心に して 確 S 

なる 比較 研究 法 を 適 S する が 故で ある。 

^三 章 研究の 方法 

あらゆる^ 史的 一 K 阶 研究 は 比較に よって 行 はれる。 同 一 國語の 一 時代 を 他の 時代と 比較す る 場合 も、 數侗の 國訝を 

比較して その 基礎 形 を 尋ねる 場合 も、 ^比較 研究 法に よる 外 はない。 比較 文法 は 文 獻に殘 る事實 を比蛟 し、 か ゝる分 

派を來 した 基礎 形 如何 を考 へる。 歸納 的に 推定され た 基礎 形 は それから 分派した 諸 形 を 無理な く說 明し 犸る もので な 

くて はならぬ。 ドウ • ソシュ ー ル (F.  de  BausBUTe) の 用語に 從 へば、 比較 文法 は 通時霄 語摹 (la  lingpIBtique  dsaolx? 

nique) に屬 し、 その 方法 は^: 顧 的 (la  mfslodo  rdtrospective) である。 

比較 文法 は 共通 基礎 語 を 全般的に： 冉 現出し、 これ を 川 ひて 文章 を 綴り、 或は 之を會 話に 用 ひて發 昔の 正確 を 期す る 

もので はない。 吾人の 有する 資料と 吾人の 用 ひる 研究 法と は 決して か、 る 意味の W 現出 を 可能なら しむる もので はな 

い。 然し 比較 研究 法の 究竟す る 所 は W 現出に あり、 又 再現 出 は 比較に よっての み 行 はれ 得る ものであるから、 比較に 


French 

Italian 

Sj>anisb 

un,  une 

uno,  una 

uno,  una 

deux 

due 

dos 

trois 

tre 

tres 

quatre 

quattro 

cuatro 

cinq 

cinque 

cinco 

sis 

sei 

seis 

sept 

setfe 

siete 

In]  it 

otto 

oclio 

neuf 

miove 

mieve 

よる 再現 出の 意味と 價 値と を 充分に 知って おかねば ならぬ。 

如何なる 場合に 於ても： 科 現出 は 假^に 止り、 實在國 語の 一 致 相應點 のみが 事實 である。 然し 多 數の阈 語 を 比較して 

得た 結果 を 簡明に 表現す るに は、 音素. 格 語尾. 人稱 語尾 等の みならす * 出來 得れば 單語の 全貌 を も W 現出す る 方が、 

推理 考察の 基礎と して 研究 上 頗る 便利で ある。 旣に假 定と云 ふ 以上 再現 出された 言語 要素 は絕對 的な もので なく， 知 

識の 進歩に つれ、 舉 說の變 動に 從ひ、 改善され 是正 さるべき は 云 ふまで もない。 

印 歐 語 比較 文法 は そ の 出發^ た る 共通 基礎 一語 を 知らす， 全く 比較 研究に よる 再現 出に 委ねられて ゐる C この 點に於 

て 出發點 たる ラテン語 を 知る 口 マ ンス語 比較 文法と 大いに 異る。 語 派の 槪念は 語族の 概念に 準す る こと は旣に 述べた 

が、 ギリシャ 語 派に しろ ゲル マ ン語 派に しろ、 原始 ギリ シ ，語 或は 原始 ゲル マ ン 語は與 へられて ゐ ない。 古代 ギリシャ 

諸方 言及び 古代 ゲル マ ン諸語 を 比較して 夫々 その 語 派の 共通 基礎 語 を 再現 出す る 外に 途 はない。 之に 反し イタ リャ認 

派に 屬 する Q マンス 諸 語 は 現代に 於ても 万； によく 類似し、 且つ 數 世紀に 

S 亙る 豐 富な 文獻を 保有して ゐる のみなら す、 その 共通 基礎 語 を 代表す る 

e 

d ラテン語 自身が 詳しく 知られて ゐる。 故に a マンス 語 比較 文法 は 常に 進 

歩 的な 見解と 巧緻な 研究 法と によ." 指導 的 位置 を 占め 、 印歐 語 比較 文法 

M を稗签 する 所少 くない。 

今 一 例と して 数詞 一 から 十 を 比較して a るに 上表の 如くで ある。 

お 言語 舉 者なら すと も 一 見して その 類似 を 指摘し， 共通 起源の 假定に 想 


Sanskrit  Greek 

さ kah,  ekii,  ekam  zi^,  jJ.f.a,  'iv 

dv^u,  dve  ooo 

tr さ yah,  tisr^h,  trini  rpeTc,  rfca 

c^tviirah,  cutasrah,  catvari  zirrapz^,  rzzzapa 

panca  7rs レ: "ミ 


saptu, 

astdu 

0K7  UJ 

nuva 

kvvia 

dusa 

o らに a 

Latin 

，  Gothic 

unus,  una,  unum 

dins,  uina,  am 

duo,  duae,  duo 

twui,  twos,  twa 

tres,  tria 

quattnor 

fidwor 

quiuque 

fimf 

sex 

saflis 

septera 

sibun 

octo 

alituu 

novera 

liiun 

decern 

talliun 
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到す るで あらう が、 この場合 その 共通 出 發點は ラテン 認 として 與 へられて 居り、 a マンス 語 舉者は 唯 直接 基礎 形と し 

て 通俗 ラテン語の 推定に 從事 すれば よい 3  P マ ンス語 比較 文法 は ある 意味に 於て 印歐語 比較 文法の 縮少 圖に晚 へられ 

るが、 逆に 後袞は ラテン語 を 失へ る 口 マ ンス語 比較 文法に 擬へ 得る ので ある。 

次に 數 種の 印歐 語より 數詞 一 から 十 を 並 記して^ る。 


Armenian 

Tokbarian  A 

mi 

sas,  sam 

erlm 

wa  we 

erekli 

tre,  tri 

corkli 

stwar 

hing 

pan 

vec 

ewtlin 

uthn 

これ 等 を 比較し 共通 基礎 形 を 推定す るの は棼 易で ない。 同 

じぐ 比較 文法で も 基礎の 與 へられた る 場合と 然ら ざる 場合と 

では 難易の 差 著しき ものが ある。 ラテン語 を 知らす して 口 マ 

ン ス 語 相互の 比較の みに よつ て歸納 した 結 架が 多くの 點に於 

て 正確 を缺 くべき は n マ ンス語 比較 文法の 如 實に訓 へる 所で 

m  ^ ある。 又 時代の 推移に 從ひ言 語は甚 しき 變遷 をす る 事が ある 

IE  Ziyi 

故、 近代 ゲル マ ン語 のみの 比铰 によって 原始 ゲル マ ン語の 組 

綾 を 推定し、 或は 近代 スラブ 語の み を 知って 之 を 直ちに サ ン 

スク リット 語. 古代 ギリシャ 語と 比較す るなら ば、 印歐語 比較 

文法 は 著しく 正確 性 を 減す るに 至る であらう。 幸に して 吾人 

J  U はゴ ー ト語 等の 古代 ゲルマン 語 を 知り 、 古代 敎會 ス ラ ブ 語 の 

•  t 記錄を もって ゐる。 近代の 文 獻 によって のみ 知られる リス ァ 

-ーャ 語 は 偶然 古風な 文法 を持鑌 して ゐる。 尙 偶然 は 中亞の 一角から トカラ 語の 文歙を 提供した。 か V る好條 件に 惠れ 

つ \ も印歐 語族 を 代表す る 諸國語 は各獨 特の變 遷を經 て、 程度の 差 こそ あれ その 基礎 語 を 相距る こと 少 くない こと は 

數詞の 比較 表 を 一管して 明瞭で ある。 数詞の 如く 比較的に 相似た 單 語に 於ても、 これ を全體 的に 比較して は 確 實な結 

架に 達し 得ない。 故に 比較 文法 に 一 音素 ££gmc) づっ 比較して その 基本 音 を 推定し、 共通 基礎 語の 音 組 辯 を囘筏 

It 究 Q 方 W 
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せんとす る 3 

skt.  blliir-lml  -I  bear,  carry  一，  Av.  .hilrrlml.  Arm-  ber-em.  All),  bie,  OCliSl.  berp,  Litk  heri。, 

Gl..  {ftfrn,  liat-  icro,  oil..  --o.^-^--».  Goth.  Imfra,  Toch.  A づ c-rtsi  (Inf.). 

この 一 列の 單薪を 比較し、 ^頭の 子 昔の みに 羞目 すれば sit.  bh: or.  K="ph)：  Lat.  f :  Arm.  eto.  b:  Toob.  p 

なる 相應を 認め 得る。 之に より 基礎 音素が 唇音 であった 事 は 疑ない。 トカラ 語 は有聲 破裂 昔 を もた な い 國語故 暫く 措 

き、 他の 阈語に 就いて 考 へる 時、 共通 基礎 音素が 有聲 昔であった 事 も 推定す るに 難くない。 且つ サン スクリ 7 ト語及 

び ギリシャ^ は その 音が 單 純な 有 聲 ^ 破裂音 h でな く、 之に 一 種の 喉 氣音を 伴った 事 を 指示して ゐる。 よって 之 を 有 

聲帶氣 @ 破裂音の 一 搲と 認めて； g なる 符號で 表 はす。 ； g で 示す 音素の 正確な 發音は 決定で きすと も、 ^始印 P 語に 於 

て P でもな く b でもな き 一音 素の^ 在 は 明瞭に 推定せられ 得た 事になる。 之 を 基礎と して 考 へれば、 ^は ギリシャ 語 

に 於て ゆと なり、 ラテン語で はこの 階 程 を 經て語 頭に 於て 摩擦 f:f となり、 ァ ルメー 一  ャ語 等で は氣音 要素 を 失って b 

となった と說 明し. 音 聲舉的 にも 無理がない。 この 意味に 於て 吾人 は Sbt  bh  ：  Gr.  <p  ：  Lat,  f  :  Arm.  Gotk  etc.  b に 

より 規定 せられる 共通 礎 音素 を 便せ-上れで 表 はすので ある。 汎く 印歐諸 語に 殘り、 確實に 原始 印歐 語の Mi に 溯り 得 

る 類例 を擧 ぐれば，  . 

s!Jt.  .hllratA  -brother*,  Av.  ^w-.^p-...-  C.J-.  ^Yg-rsjo  ~memljer  of  a  ipt^rpp ノ Ivat-.  friltel-  -In.otllcr バ 

olr.  brdthlr,  Goth,  bl.otmr,  〇chsl.  bl.atl.rl,  liitr  brctel め lis,  Ann.  二 bayr  (i:b<Li-<br)， 

Toch.  A  p>l.acar,  w  procer. 


； S が 母 韻と 母 韻との 間に 挾まれた 例を驗 する に、 

Skt.  p^^p^  ,sky,  cloud へ Ay.  nabali-, Gr.  v ぶ o ジ vzfpwhl  *cloud, 一  I!at.  nelbula,  OHG.  nebul. 

前例と 異る ところ は ラテン語が b を 示す ことで、 W は その 位置に より、 ラテン語に 於て 二様の 變 遷を經 たこと を 知 

る。 次に、 

SJst.  x>ita,  Av.  ； pits.-.  Arm.  l£A-r,  Gr.  nar さ, ！ Jat.  pater,  Olr.  atlur,  Goth,  fadar,  Tocn. 

A  psc£u,,  B  pScer. 

の 如き 例 を 集めて Skt.  etc.  !>:Arm.  Ii  (w  between  vowels)  ：  Gotk  f なる 相應を 認定し、 基礎 音素 を無聲 # 破裂 

音と 假定 して P を以 つて 表記す る 事と すれば、 原始 印歐語 は^ 破裂音と して； | 及び P で 書き 示される 昔 素 を もって ゐ 

た 事と なる。 近代 語 は 普通 P に對 する 有聲音 b を も 有して ゐ るが、 比較 研究の 示す 限り 原始 印歐 語に 於て b は 比較的 

稀な 音で、 殊に 語頭に 於て 稀 有であった らしい。 確實な 語源と して^ を 假定し 得る 例は少 いが、 その 存在 は 次の 例に 

よって 疑 ふ 事 は出來 ぬ。 

s】it.  .hsi!am  -power/  Lat.  d§-bilis  ノ veak、  OTr.、  afj>hal  -powerful/  ocllsl.  boltji  ^sp^ow.^  Gr.  ハ -^o^ow..^ 

Lith.  trolba  -house へ ILat.  tl-abs,l  trails  -^p^^^  〇scan  -llouse へ owelsll  treb  abode/ 

又 アルヌー 一 ャ語 及び ゴ ー ト 語に 關 して は、 

Arm.  stS で -frequent,*  stipem  -I  press* :  Gr.  。rei ず -I  ^H-ffipo.  mal.cll へ cnc^afsc:  *l〕ressed、 

Goth,  ditlrt-s  -deejy  :  M-sr  dublns  *deep 一. 
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を 比較して Skt.  otp  b:Arm.  Goth. づ なる 相應を 得る。 最後に 

slit-  phstlfal.at  -blowing 一，  Gr.  <p-aa  -bsatll,*  Al.m.  .plluldl 

の 比較 は SU. l〕h:Gr.  <p  (  =  1)10  :Grm.  ph なる 相應を 示し、 前記の 一 二 列 中 何れと も 合致し ない 故、 原始 印歐 語に 

更に 第 四^の 唇 破裂音 を假定 して ゆ を以 つて 之 を 表 はす。 但し 他の 國 語に 於て は^の 相 應と區 ^なく (Lith.  posti-to 

Mo 气)、 叉，^ を 保有す る國語 も 傍 形と して 單 なる P を 示す 事が あり (slitpltkaroti  -to  bl.low*  ,h  phstkaroti)， 確實 

な 語源の 資料 は^だ 少ぃ。 ゆの 如き 無 聲帶氣 破裂音 は 原始 印歐 語に 於て 感動 表現に m ひられた 場合が あると 考 へられ 

てゐ る。 

を 要するに 原始 印歐 語の 昔 組镄の 一部と して 殍 破裂音 p-^b^ の 一列 を 推定した 事になる が、 同様な 方法と 考 

察と により 齒 音，. 口蓋音. 喉 唇音. 喉 音 を 推定し. 原始 印歐語 の 破裂音の 組織 を^ 立す る。 

1- 忠 (Labials) ：  づ- ph,  o.  oh 

ド ©  f!"  (Dentals)：  t,  th-  d,  dh 

3.  niw-H"  (palatals)：  E  Kh,  |li 

4.  # ほ ft  (LaMC-velars)  ：  q ノ  qMi g ノ  «丄1, 

5.  0  (vo  一  ars)：  q.  qh,  g,  gli 

然し 第三 乃至 第五の 三 列 を 完全に- £1!^ する 國語 はなく、 ある もの は 第五列と 第三 列と を區^ せす、 ある も 

の は 第五列と 第 S 列と を K 別し ない" 且つ 第五列に 關 して は 舉 者の 意 兑も 一致して ゐ ないから、 以下 說明 
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を簡單 にす るた め 第五列 は 考慮に 入れぬ 事と する。 

さて 各國 語の 相應を 基礎 音素に 照して 見る 時、 ゲル マ ン語に 於け る 破裂 昔の 變邋は 特に 注目に 價 する。 上例の 示す 

所に よれば 則ち IE.  p:Goth.  f,  IE. ゲ： Goth,  p,  IE.  bh  :  Gotll. b となり、 他の ゲルマン 語との 比 蛟 により この 變 

遷は 原始 ゲル マ ン 語に 溯る 事 を 知る。 齒音等 も 亦 同様の 變遷を 示す 故、 原始 印歐 語の 破裂音 は 原始 ゲル マ ン 語に 於て 

規則正しき 推移 を 遂げ、 その 結朵 ゲル マ ン 語の 單 語はサ ン ス タリ グ ト語、 古代 ギリ シ ャ 語 等に 比し 風貌 を 一 新した 事 

が 分る。 音韻 變 化が 單獨 孤立の 現象で なく、 一  定の發 音 傾向に 指導 せられる 音 組織の 變革を 意味す る 事 を 示す 好適 例 

であるから 少しく 詳細に 說 明して 見る。 

先づ 例に ついて 示せば， 

I.  IE.  voiceless  explosives  t, ザ, V  Q.  voiceless  spirants  f,  x,  X" 

a.  M>〉f(bilalial)：SIit.  pdiu ビ attic へ Lat.  pccu :  ooth.  fafliu,  OIc.  f<3,  OE.  feoll-  OHG.  fill? 

b.  t> サ： slit-  t ず am  Ualk  of  grass/  ossl  spa  -thorn- :  Gotll-  fmiirnus,  OIc.  OE.  floru. 

c.  £vx(vll)  ：  skt. ま -dog, 一  Gr.  /£:<5£で ： ootll.  srnnds,  OIc.  hundr,  OE.  hund,  OHG.  Imnt. 

d.  g  >x*  (>llw)  :  Lat.  quod.  * 多 at、,  s!4t.  kata 暴 vllicl!  of  two、  Gr.  T3、rep ミ ： Gotll.  liva,  OIP Imat,  OE.. 

II.  IE.  voiced  explosi づ ffis  b,  §,  ^  V  p  voiceless  explosives 1〕- t, if,  さ 

a.  lb  V 1〕 ： liitll.  dubils  -deep* :  pop  dluxs,  OIP  cllupr,  OH.  deop. 
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b.  d  V  t~skt. ま Sa  rfen?  Gr.  derca,  Lat.  decern  :  Goth  tafhun,  OIc.  tfo,  OE.  t5n. 

c,  g  V  :  slit-,  janu,  *Iseo へ Gr.  7«0§,  L-at.  snlu  :  Gotll.  kmu,  OIc.  Imiu,  OHO.  l£<5,  OE.  cn へ o, 〇HG.  Jseo. 

二.  ！？"  V  k  :  Gr.  z:toi-  life,-  ILat.  .VI づ us  .alive へ ： Gotll.  qius,  OIC. ii づ ila.,  OE.  cwlcu,  OHG.  quec. 

HI.  IE.  voiced  asvnratc(l  cxplosw-os  h-11,  dli, ，レ Ii > ri. voiced  exlllosn,cs  b,  d,  g,  (g-?),  or  t-,  a,  n,  w  bct- 

.\vecn  vowels.  . 

a.  bh  V ゲ ： Slit,  .hlliir.llmi  -I  bear-,  Gr.  yevs,  15-t.  fero  :Gotli.  OIc.  l>el\l-  OE.  〇IIP  .heran  ( Inf. ). 

b. (Ill V  d :  Gr. も "105  (<*dllu rrl)  Vloor/  I」at.  fori—ls  (  <*cllluor「l-)  a(l づ. -out  oi  doors-:  Gotll.  (】al 一 r,  OE. 

c. さ V  p:skt-  llaHlsdu  -goose, 一  Gr. き, Lat.  (ll)anser :  OIc.  gds,  OE.  g6s,  OHP  wans. 厂 dor,  OHG.  tor. 

c】. に V  w(het メ veen  メ-owcls)  ：  Gr. ず a  acc.  -snow, 一  Lat.  nix,  acc.  nivem,  oil.,  snigo  -rain- :  (Toth.  smiiws 

*snow\  OE.  sndw. 

以上の 一 お：： 刖は 敁初デ ン マルクの  一 F 語舉者 ラスク (Rasmus  Kast) がそ の 名著 「 アイスランド ； s!i 起源 論。 コ I ペン ハ ー 

ゲン 一八 一八」 fundersb-gelse  om  de  gamle  Nordiske  eller  Islandste  Sprogs  01,*rlndelse) 中に 發 表した もので 

あるが、 後獨 逸の グリム (Jacob  Grimm) が 有名なる 「 獨乙語 文典」 卷 一 (第二 版 一 八 一 二 一) に 於て 修補 襥 承し、 之 を 通 

じて 一 般^ 界に 知られた が 故に 通常 「グリムの 法則」 と稱 せられて ゐる。 

ゲル マ ン 語に 於け る この 第 一 次子 音 推移 (die  erste  liautversclliebung) を 音 聲舉 的に お 察するならば、 一 貫せ る 傾 

向と して 聲門 部に 於け る發音 動作の 弛綵を 指摘す る 辜が 出来る。 卽 ち無聲 破裂 昔の 閉鎖 (occlusion) に 際して 聲 門の 


閉 遮が 完全で なければ、 子音の 破裂 rexplosion) と 之に 镍く母 韻の 聲帶 振動との 間に 氣 息の 流出 を 醸し、 所謂 無聲帶 

氣 破裂音 を 生す る。 而 して 無 聲帶氣 破裂音 は單 純なる 無聲 破裂 昔より、 發音 部位の 緊張 弱き (lonis) を 常と して ゐる 

から、 一 轉 して 容易に 無聲 摩擦音と なる 事が 出来る (p  V  pli V  f,  ctc」。 次に 有聲 破裂音に 伴 ふ聲帶 振動が 不活潑 と 

なり 破裂の 瞬間に 於て 始めて 起る とすれば、 閉鎖の 間 は 全く 無聲 である。 かくて 生す る 弱無聲 破裂音 はやが て 普通 Q 

無聲 破裂音に 轉向 する (ザ V づ lenis  V  p  fortis)。 現代語に 於ても フ ランス 語 •  口 シャ 語の 有聲 破裂音と 獨逸語 . 英 

語の それと を 比較して 見れば、 後者 は 前者に 於け る 程 完全な 帶聲作 w  (vocalization) を 伴 はぬ の を 知る。 又獨逸 語の 

方言 中には 弱無聲 破裂音 を 有す る ものが あると 云 ふ。 原始 印歐 語に 於け る 有 聲帶氣 破裂音の 發昔は 正確で な いが、 一 

種の 喉部發 音 を 伴った 事 は 想像し 得る。 ゲル マ ン語は 之 を 放棄した が、 最初 は 尙帶氣 作用 (aspiration) を 保^: して ゐ 

たもの らしく、 少 くも 母 韻の 中間に 於て は有聲 摩擦音に 變 化して ゐる (bh  V  >ダ 5。 

かくの 如く、 比較 文法 も 音韻 變 化の 跡 を單に 機械的に 列記す るに 滿 足せす" 常に 音 聲學的 考察 を 施す 必要が ある。 

音韻 變化は 賞に 多種多様 であると は 云 へ 、 その 變化範 圍は音 聲學的 性質に よって 比較的 K おされて ゐ るので ある。 又 

昔^！! 化 は 音 組織の 變化 である 故、 P が變遷 する 時 これと 同種の tk も 略 同じ 方向に 變遽 し、 ptk が變 化する 時 は 

之と 對立 する bd  g も 亦 變化を 蒙る 事が 多い。 然し 國 語の 音 組織に 大變革 を 来した ゲル マ ン語 子音 推移の 原 2： を奈 邊 

r ^むべき か は 未だ 明瞭で ない。 換言すれば、 如何なる 原因に より 從來 の發昔 習慣と 異る發 音 傾向 を 誘發し たかは、 

比^ 文法の 方法に よって は 知り 得ない 所で ある。 多くの 學者は 征服 移住に よる 國語 變換を 原因と 假定 する が、 不幸に 

して 史 笪の徵 すべき ものな く、 吾人 は啻 その 可能性 を 認める に 止めて おく。 


所謂 グリムの 法則 も 決して 無條件 的で はなく、 仔^に 調^ すれば 幾多の 例外に 逢着す る。 その 例外の よって 生す る 

條件を 明に し、 グリムの 法則 を 補足した 音 則屮 最もお 名な の は グラス マ ンの 法則 (H.  Grassmaun,  ICulms  zcitschri- 

ft  XII 1863,  pp,  811110  :ul5r  die  oaplratou  Sid  ihr  gleio ビ zeitigoa  vorhandexsein  IB  an-  and  auslauto  der 

■svul.zolu;  1101138 :  ulsr  das  ul>il)runglichc  vcl-lulutl£】ssla  vou  wurzciln,  (l。ron  ilumut  und  aushiut  euio 

aspirate  cuthiclt) 及び ヴ I ル ネルの 法則 (Karl  .verner,  wulms  sc^a^^  XXIIL  1877,  pp.  97118s:  Etne 

aiisnahnio  tier  ersteii  ^p^^  o^a^s^w^^^-  -wnttou :  Garthaus  l>2  Danzig,  aiu  31. august 187 ひ) であるが、 その 通 

用 範圍が 遙に廣 く、 且つ 比較 文法の 發 達に 偉大なる 貢獻を なした 後者に つき 一 言す る。 この 音 則 は 原始 ゲル マ ン 語の 

f,  f>,  x, 1, s が 一 定の條 件に 於て 夫々 t,  d,  g,  w(<ir)，z となる 事 を 規定した もので、 その 最も 確 S に 適用され 

る 場合 は、 原始 ゲル マ ン 語に 於て. I 等が 第一 音節の 母 韻 要素の 直後に あって 有聲 音に 繽 かれ、 然も 第一 音節に 原始 印 

歐語 から 繼 承した アクセント なき 時で ある。 卽ち *f4>&* の 如き 形式 を 具備す る 時、 その.^ は d に變 化した と 云 ふの 

である。 一 例 を^げ れば slit.  bhrst,l ： Goth,  brollar に對し 一 兑 類似の 條件 を備へ る Skt.  pitl が Goth,  fa 二： U. に 

相 塵し、 IE.  t:Skt.  t:Gotli. サ なる 音 則 を 破る が 如く 兑 ゆるの は、 アクセントの 位^の 相 遠に. E 來 する ものなる こ 

と を 明に したので ある。 これにより 原始 ゲル マ ン に 於て 第  一 一 W 節の ァクセ ントは 摩擦音の 有 聲化を 防ぐ 力 ありし を 

訓へ、 ァクセ ント の位逍 が 音韻 變 化の 條 件と して 重要な 事 を 知らし めた。 尙ヴ ェ ル ネルの 音 則 は グリムの 昔 則 を 補修 

したに 止ら す、 原始^ 歐 語の ァクセ ント (PHOIl-accent) が^ 始 ゲル マ ン語に 尙繼續 されて ゐた事 を 問 接に 證 明し、 且 

つ 一 見 不規則に 見 ゆる 例外 も、 細心なる 研究に より、 一 ^の 條件を 發兑 して 說 明され 得べき 事 を 明示した。 


霄語 は 時代に より 比較的 安定 なる 場合と. 著しく 不安定なる 場合と が あり、 變-遷 の 程度 は 年月と 正比例す る もので 

ない。 笫 一 次子 音 推移の 結果 大變革 を 受けた 原始 ゲル マ ン 語の 昔 組織 は 各 ゲル マ ン， 語に 於て 更に 變遷 を繽 けたが、 そ 

の內 特に 高地 獨乙語 (High  German) は 第一 一次 子音 推移 (die  zweite  :Lautvel.sclliebung) を 起して、 他の ゲルマン， S 

語の みならす、 低地 獨乙語 (Low  German) と區釗 される 顯 著な 特 徵を殘 した。 第二次 子音 推移の 範圍は 方言に より、 

時代に よって 異 つて ゐ るが、 最も 廣汎に 行 はれた の は、 ptk の 蒙った 變 化で (西 曆ー— 八 世紀)、 語 中に 於け る 位置 

に從ひ 二様の 結果 を 辯して ゐる" 英語と！ | 乙 語と を 比較 すれば 容易に その 差異 を 認め 得る。 

i. p 1) >  OIIP 1、  ff 

2.  、、  t  >  一-  fs  ^ 

3.  、、  t  > ヽ、 L-cuper  German  cllisll)  hh 

る J 1. NK  patli : NHP  Pfad  NE.  open :  Nffip  offen 

tonKUC :  zunge  ejl.t :  epsen 

Ifnee  :  Knie  ^^0^^ :  sprccilou 

尙 この 外 現今の 標準 文章語の 見地から 注意すべき は齒 音の 推移で ある。 例へば、 

G.  d  > 〇IIG  t:  NE.  daughter:  NHP  Toclitcr 

サ V  d :  tlli  :  droi 


か V る 一 一段の 子音 推移 を 經ても 現 4 'の 標準 獨乙 語の 音 組織 は 依然として ptkhd  g. ヒ 含み、 一 見 原始 印歐語 或は 

原始 ゲル マ ン 語の 音組縱 に似て ゐ るが、 各 音素 を その 起源に つき 檢討 する 時、 t,  d, ら1 は 夫々 NHP  d,  z(ts)，  t 

に相當 する の を 知る。 これによ つても 時 所 を 異にする 國 語の 單語を 比較す るに 嚴密 なる 音 则を背 景 とせす、 徒に 一 般 

的 類似 を 基礎と して 比^す る 語源 論の 如何に 危險 なる かに 分る。 英語 bad を 直ちに 同篛 なる ベ ル シ〜 i  bad と 比較 

し、 ギ リシ ャ認 T3、ra;§c を！！ じく 川 を 意味す る 北米の 一 方言 posmac と 比較す る 如き は、 比較 研究 法の 斷 じて 許 

さぬ 所で ある。 

上述の 如く 千 一 の 推移と 云 ふ 事は發 音 傾向の 推移に 基く 昔 組織の 變 化と 考へ犸 る 故、 汍 して ゲル マ ン語 特有の もの 

ではない。 これと 同様な 蓽は アル メ 一一  ャ語 にも 起った。 その 結果 を簡 軍に 表示 すれば、 

MB  】.-, t,  ：  Arm.  ll(w)，  til-  Jil! 

兩語の 子^ 推移 を 比較して 最與味 ある は、 原始 印歐 語の 無聲 破裂音が、 ァ ルメー 一  ヤ^に 於て は 一 部 無 聲帶氣 破裂音 

を以 つて 代表せられ、 ゲルマン 語に 於け る 縻擦昔 もこの 階 程 を 經た事 を 指示して ゐる點 である。 この 外 古代 了 ィルラ 

ンド 詰に 起った^ 擦 音 化の 現象、 トカラ 語に 起った 無聲音 化の 現象 も 一 種の 破裂音 推移と 稱 して 差 支へ ない。 接に 

比 杈の對 象と ならす とも、 諸國 語に 類似の 現象が 起った 事、 叉 起り 得る 事 は 比較 文法の 大いに 注意すべき 所で ある。 


研究の 進歩に つ れ 共通 基礎 語 の 音 組織に 對 する 觀念 も變更 する の は 當然 である。 原始 印歐 語の 母 韻 組織 研究の 歷史 

はよ くこの 消息 を 物語って ゐる。 印歐語 比較 文法の 初期に 於て は、 サンスクリット 語 を 過重した 結果、 原始 印歐 語の 

基礎 母 韻と して ai  U を 認めた。 然し サ ンスク リット 語の a は ギリシ^ 1 . ラテン語 等の a に相應 する のみなら -fffif 

e 及び o にも 相應 すると 云 ふ 事實、 並に サン スク リット 語 a の 前に は 喉 一 背 k のみなら す 口蓋音 C も 現 はれ、 且つ この 

場合 その a は 厘， -歐洲 語の e に相應 すると 云 ふ事實 は、 特別な 說明を 要求した。 十九 世紀の 後半に 至り、 その 解答 は 

期せす して 諸方の 舉 者より 提唱 せられた。 卽ち、 

Slat  ca  *and*,  Av.  :  L-at.  quo-  Gr.  r£  ；  Slit.  pi5ca  -five 一,  KY.  panca  :JJat-  qlslque,  Gl..  7T?rs 

等に 於て、 サンスクリット 語の c は その後の 母 韻の n 蓋 音 化 作 m の 結 梨 生じた ものと 推定せられ、 その 母 韻 は 原始 ィ 

ンド • イラン 語に 於て は尙 口蓋 母 韻 fpalatal  V2V01) であった に 相違ない 事が 判明し、 ギリシャ 語 等歐洲 語の 指示に 

從 つて 原始 印歐 語に e 母 韻の 存在した 事が 認知され た。 これにより 少 くも 母 韻に 關 する 限り、 ギリ シゾ語 等の 歐洲語 

は インド • イラン 語に 勝つ てゐる 事が 一 般に 承認され るに 至った。 尙單 に他國 語との 比較の みに よらす、 インド • ィ 

ラン 語 自身の 音韻 變 化が a:Gr.  e と a:Gr.  a,  o との 區 別 を 示した 事 は 大いに 注目す ベ *v 點で、 比 t: 、文法 は 先づ各 

國語 或は 或 各 語 派に つき、 その 基礎 音 形 を 推定し、 而 して 後 諸 語 派 を 相互に 比較すべき 事 を訓 へて ゐる。 

叉 原始 印歐 語に 於け る 0 の 存在 も、 ギリシャ 語. ラテン語 • ゲルト 語 • アルヌー ーャ 語の 1 致して 支持す る 所で、 殆ん 

ど 疑 を容れ ない が、 その 存在 を インド • イラン 語 自身に つき 證明 せんとす る 試 も 行 はれた。 然し この 所謂 「ブルダ マ 

ンの方 則」 は 一般の 承認す る 所と ならす、 且つ 後年 提唱者 自身 も 之を撤 M して ゐ るから、 玆には 略す。 

W 究の 方法 
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矸究の 方法 

吾人 は 原始 印歐 語の 短 母 韻と して a  e  oi  U を 推 足し 得た が， 比^ 研究の 結枭 は-吏に 他の 弱 母 韻 を 要求した。 卽ち 

SU.  pit-$  -fatllar-  A  v.  pitar—  ：  Gr.  ns?  Lat.  Y-atcr,  CJOtll.  fadar  ； 

slit-  stllitsi-  -standing- :  Gr.  <r2rdc,  Lat.  status,  Goth.  Btats  *placo-. 

等 は slit,  i,  Av.  i:  Gr.  etc.  a なる 相應 を.； 小し、 旣 知の 如何なる 短 母 韻 もこの 相 應を滿 足に 說 明し 得ない。 よって 

a でも i でもない 一種の 母 韻が 原始 印歐 語に 存在した 事 を 推定し、 尙 他の 音^ 的 事 實を參 i! して その 昔の 性質 を考 

へ 、 音色 は 明確に 決定し 得ない が. こ の 弱 母 韻 を 9 と假定 し、 へ ブライ 語 文法の 術語 を 借りて シ ュ ヮ (§15,a  indog- 

crmanicum ) と 呼んで ゐる。 更に、 

a)  I」at.  quattuor  -fom.-,  Horn.  二 さ ISC  (Attic  revralsc)  ：  Lith.  】stlu. 一，  OCliSl.  £etyre,  Goth,  ndwor, 

Skt.  cat-vsrall.  Arm.  tasu  -to:l-,  〇HG.  zweiu-zug  -twlllty- :  Gr.  dsica,  !iat.  deoom  eto. 

h ン Gr. ま -night 一：： Lat  nox,  OChSl.  nostt,  liith-  naktis,  Gotli.  nallts. 

の荣な 場合に は、 その 共通 基礎 音 を e としても o としても 滿 足な 說明は 得られない。 近時、 か、 る 相 應に對 して、 第 

ニシュ ヮ (SCInva  secundum) を假定 してが なる 記號を おひる。 印歐語 比^ 文法で 重大な 役目 を浈 する 母 韻 交迭の 組織 

(AblautBystem) に 於て、 9 が 長 母 韻の- a -e  5 の 弱化 音 を 代表す るに 對し、 ^は 短 母 韻 a  e  o の 弱化した ものと 認め 

られて ゐる。 

かくの 如く 研究の 進步は 益" 吾人の 認識 力 を^ 進し、 共通 基礎 語に 對 する 觀念を 精細なら しめる ものであるが * 更 

に 假定の 度を增 し、 直接比^に よって 得られる 範圚を 越える^ は 流"^ の 場合 危險を 伴 ふが、 R 個の 舉術的 態度 を以っ 


て 行 はれるならば それ も 亦 妨げない。 最近の 一例と して ボ ー ランドの 言語 舉者 クル " ロウえ チ (I.  Kurylowlcz) の學 

說を 擧げる 靠 が出來 る。 之 は 嘗て ドウ *ゾ シュ ー ル (F.  de  saussul.e:  Mdmoire  sur le  systrtme  pnmltif  (】os  voyelles 

dansles  langues  indo-europ へ ennes  1879,  p. 135  Bqq.) によって 提唱され た擧說 に 立脚し、 これ を 敷衍 補修して 三種 

の 子音 的 9 を假 おし， これにより 印歐語 比較 文法の 謎 を 解かん とする もので. その 硏究結 架 は 種々 な點に 於て 注目に 

價す るが * 未だ 一般的 黉成を 獲ち 得る に は 至らない。 その 概耍 について は Acts  du  psmior  c§gr ゥ s  internatio- 

nal de  linguistes,  Ifeiden  1928,  p.  111-113 を參 照せられ たい。 

以上 共通 基礎 語の 音 組織 を 決定す る 爲には 比較に よって 一 昔 素づゝ 推定して ゆく 事 を 例示した。 文法 組織の 推定 方 

法 も 原則的に は 何等の 變り もない。 印歐 語の 如き 屈折語に あって は、 名詞の格 語尾、 動詞の 人稱 語尾、 語轮 構成に 必 

耍 なる 接尾 耍素、 語幹の 形式、 更に 意味 上の 核子 をな す 語 板 等 各々 比較に よって 再現 出 を 試み、 その 結 架を粽 合して 

共通 基礎 詰の 組織の 概耍を 窺 ふ 事と する。 例へば、 

a)  Sit.  ！ Ivi-s  Vheep  一,  Lat.  ovi-s,  Gr.  "6 ス, Litli.  avi-s;  Lat.  hosti-8  , stranger つ。 Id  Norse  gasti-R  、gues  く 

OIP  gestr,  Gotli.  gast-s  (prlln.  G. 

ID)  Sift,  s&ld-s  .son パ Litlr  srlm-l-s,  Goth,  simu-s,  OIc.  sunr,  ；  SI?  Dallu,s  *ar】n へ a  v.  Tbazu-S,  Gr. 

3 さ ；  JLat.  manu-s  "hand. 一 

を 比較し、 Skt.  -s,  Gr.  -s  etc.  :  IE.  -s なる 音 相應 を參考 として、 原始 印歐 語に 於て は、 i 語幹 及び U 語幹の 主格 語 

尾 (Nominative  ending) に. f を 用 ひたの を 知る。 又 


slit-,  ds-ti  -is,-  Av.  as.tl, Gr.  oljltll-  os-t-1,  ORuss.  les-tl-  MJat.  es-t-  〇Ir.  is,  Gotli.  is-t 

を 比較し、 侗々 の 音 相應 及び 各國 語に 於け る 音韻 變化 を參 酌して、 IE.  *es-ti を 推定し、 第二 種變化 (atlsmatic  co- 

njugation)三人 稱單數 現在 形の 語尾  -ti を 抽象す る 事が 出來 る。 上例に 於て 人稱 語尾 を 除去した 後に 残る 部分 は 更に 

分解 を 許さない。 故に この場合 は 何等の 接^ 要素の 介在な く、  ^板に 直接 人稱 語尾が 添加され たの を 知り、 且つ 原始 

印歐 語の 一語 根 S を 抽象し 得る ので ある。 一群の 單誥に 共通し、 その 意義の 速 絡 を 保つ 要素と しての 語根 はあくまで 

文法 上の 存在で、 獨立 語と 混同して はならぬ が、 研究の 便宜上 比較 文法 は出來 得る 限り 共通 基礎 語の 語根 を 推定し、 

無 數の單 語 を 比較的 少數な 中核 要素の^ 下に 攝牧 せんと 試る。 この 方法 を 採 ffl して 成れる 印欧語 比較 辭典 も ある。 

上例 *esti に 於て は 直ちに 單 語の 全貌 を W 現出した が、 之 は 特殊な 語形に ついての み 許さるべき 辜で、 一般に は 多 

大 の猝戒 を： 嬰す る。 何と なれば： Lat.  est:  pi.  sunt,  Goth,  ist :  siud の 示す 如く、 この 動詞 は 多くの 印歐 語に 於て 全 

く 特別な 變化 をな す ものと^な され、 その 特異 點の 一致 相應は 共通 基礎 語の 特徵 を忠 實に繼 承す る ものと 考 へねば 說 

明で きぬ。 故に IE.  *esti  :pL  *se】lti  (or  *sonti) の 如き 再現 出に は 充分な 確實 性が 伴 ふ。 しかし 諸國 語に 於て 普通 

な變化 形式に 屬 する 單語 にあ つ て はかく 簡 單に考 へ 得ぬ 理由が ある。 言語 は 常に 規則 化 • 一 般 化の 傾向 を もって ゐる 

から、 比敉的 少数の 例外 を 除き、 共通 基礎 語の 複雜 な變化 は各國 語に 於け る 所謂 規則 變 化に 融合され て 了 ふ。 故に 例 

へ 數阔^ の 一 致が あっても 單 語の 全貌 を 再現 出す るに は 細心の 注意 を拂 ひ、 その 單語 が各國 語の 文法 組織に 對 して 示 

す 特異性に 若 眼せ ねばならぬ。 か \ る 特異性の 一致 は、 諸國語 相互の 借 用 關係に 依らぬ 限り、 通常 共通 基礎 語に 溯り 

^る ものである。 再現 出 形 を 同價： g と 認める ことが 誤謬の 极 源で、 常に 再現 出に 使用した 資料 を檢討 吟味して、 その 
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結 架の 確實 性の 多寡 を評價 する 必要が ある。 故に 時として は 一 語 派の 共通 基礎 形の 再現 出に 滿 足し、 時として は 一 國 

語の 最古 形の 推定に 滿 足せねば ならぬ。 尙こ の 問題に 關 聯 して は 共通 基礎 語の 方言 的 區分を 考慮せ ねばならぬ (第 四 

章參 照)。 

最後に 比較 文法 は 共通 基礎 語の 格 .時. 法 等 * 變化 形の 意義 用法 を も 推定し、 文章の 構造 • 種類 を 研究す る 任務が あ 

る。 この場合に 於ても その 方法 は 常に 比較に 終始す るの は 勿論で、 比較 文法の この 部分 は 普通 比較 文章論 (compara, 

tive  syutax) と稱 せられる。 

第 四 章 共通 甚礎 語 

ある 國語が 相 當廣ぃ 地域に 瘸 つて 使用され る 場合 は 多少な り 方言 的區 分の 生す る 事 は、 分化と 統制と を 繰 返す 言語 

として は當然 なる 現象で ある。 比較 文法が 推定す る 共通 基礎 語に も 亦 方言 的區^ の あり 得た 事 は 想像に 難くない。 印 

歐語 比較 文法の 推定す る 原始 印歐 語に 方言 的區 分の 存 した 事 は 比較 研究の 明示す る 所で ある。 卽ち 原始 印歐語 も 決し 

て統 一 的な もので なく、 方言 的 特徴の 境界線 (isogloss-lino) が縱 横に 交錯して ゐ たものと 考 ふべき である。 今 餃も顯 

著な 一 例と して 三 昔 列 

IE.  a)  K,  FJl- |,  p 

ザ) ^  ,  q ば i, ^  ,  p 

3  <1, ql!,  g-  glr  (二 四頁參 照) 

共. 通 基礎 0  ... 
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共通 基 ほ _» 

の變邋 を舉げ る^が 出來 る" インド. イラ ン お 派. アルヌー I ャ語派 • ァ ルバ II ャ語 派. ス ラ ブ 語 诚っハ ル ト^- ほ 二 於て よ、 

a 列の 昔 をお 音 (sibilant,  b,  7,  S,  2  eto.) 或は 半 破裂音 (semiAxploaive,  ts,  d*,  dz-  etc.) の 類に よって 代表し、 b 及 

び C 列を單 純なる 喉 破裂^ 或は それから 轉 化した 昔に よって 代表す るに 反し、 ギリ シ ，語 派. イタ リャ 一考お. ゲルト 詰 

派. ゲル マ ンお 派に 於て は a 及び C 列 を 喉 破裂音 或は それから 轉 化した 昔に よって 代^し、 b 列の 特徵 たる 唇 部 發苷 

は 保存され てゐ る。  . 

a)  I.  SU.  EBP  -ImlldnKr,  Av.  Sat9】n,  ocliisl-  sGto,  L-itll.  sziSitas  ； 

n.  Gr.  szcarojz,  !-at.  csltllm,  Olr.  c<5t,  Goth.  lluuda(IDI.). 

b)  I-  slit,  cptvsra サ -four-,  A  v.  cwar..  Arm.  〈-ol.kh,  02181.  Setyre,  LSI.  ketlu.i,  (c, か〉 If) . 

K.  Horn.  3t き つ (Attic  rsr2,oso.  "at.  qupttuor,  omHelsll  petquar  (olr.  cothil. ノ  Goth,  fidwor. 

c)  I.  Skt.  kl.av ョ -flesh--  Av.  Bra-,  0Q1SI.  kravi-bl。。d、Lith.  krsjas  ； 

II.  vn..  Kps. ハ -fles に， L-at.  cl.uor  -blood,-  oil.,  crll-  OIc.  hl.iir に. a 气. 

a 列に 於け る 扪應を 棹 準と して 笫 一 類の 國 語 をサ タム 語 (AV. さ t9m) と稱 し、 第一 一類の 阈^ をケ ン ト ゥ ム^  (Lat. 

CGntum) と 云 ふ。 以ト： により 例へ^ 始印歐 ^の ある 時代に は 三 音 列の 區^ があった としても、 比蛟 によって K 接到逮 

し 得る 狀態 にあって は 明瞭に 方言 的^ 分 を 生じ、 サ タム 語 M 域に 於ても ケ ン トウ ム 語區 域に 於ても 各々 二 昔 列 を^し 

てゐ たに 過ぎない。 卽ち 前者に 於て は、 ^列 (=£ 列) と k 列 (.V 列と q 列と を 含む) とが 15!: 別され、 後 古に 於て は t 列 

(<k 列と q タとを 今；： む) と^ 列と が- R 別され てゐ たので ある。 ； ^の 昔 價は 明確に 示し はない が、 摩擦 昔と 云 ふより 寧ら 


强くロ  ^音， 匕 さ れ た 破裂音と 見る 方が 適當と 思 はれる。 新に 中央 アジ ャか ら發見 された トカラ 語 は a 列 を 代表す るに 

k を以 つてす る迠 はケン トウ ム語 に似て ゐ るが、 ち 列 を も k で 代表す る 事が 多い ので その 所屬に 一抹の 疑惑が ある。 

k  Tckll. A  ali-  B  cli  -ヨも ： Lat.  C21111S,  Gr.  b、§£  -eyes 一  つ 6  nam  a  -I  liavo  gen,  一  04sfs.t に shall  so,  * マ oq,v 

但し Toih;  A  IPS,  B  LCEC  -wheer  :  Gr.  OK  hi の 如き 場合に 唇部發 音の 名殘を 見出す と^ふ 說 

が 正しければ、 トカラ 語 は 明瞭に ケン トウ ム語 である。 之に 對し小 アジ ャ から 發 見され たヒ ゥ タイト 語 はケン トウ ム 

語 と斷定 すべき 二種の 特徴 を 具備し てゐ る。 

a.  Hitt.  liardias  、of  the  heart-,  kardi  -to  the  heart 一：！ Jitll.  szil.dis  -lieart-,  Gr.  !capsia,  Lat.  cor. 

b.  Hitt.  kuepzi  -he  Mils 一  :  Skt.  hanti,  glinanti,  (PL),  Gr.  Ivo つ -killing-, な si  -I  striW  (*v\g*lsn). 

尙方言 的 特徴の 例 を 他に 求めれば、 *a と..,？ との 混同 は インド • イラン 語 派. ァ ルバ ュ ャ語派 • スラブ 語 派 っハ ルト 

語 派 • ゲル マ ン語 派に 起り、 他の 語 派は兩 音素 を 區 別して ゐる。 こ の 場合 ケ ン トウ ム語 たる ゲル マ ン語 派が 第 一 類に 

屬し、 サ タム 語た る アル メ 一一  ャ 語が 却って 第一 一類に 屬 して ゐる點 に 注目すべき である。 又サ タム 語 中で もお は 一 般に 

a と sks を 共に して ゐ るに 反し、 インド • イラン 語 派の みは i によって 之 を 代表して ゐる。 ケン トウ ム語 中、 o 語お 

の 犟 數所屬 格の 語尾に- 1 を 示す の は イタ リャ語 派と ゲルト 語 派の みで、 兩語 派の 特別 密接な 關係を 示す 冇 力な 一 致點 

である o 勿論 數語 派に 共通な 現象の 內、 各 語 派が 獨 立に 發 達させ 只 その 結 架に 於ての み 一致して ゐる もの も あり 得る 

が、 共通 時代に 溯る と^はれ る もの も少 くな く、 吾人が 比較 研究に よって 直接 推^す る 原始 印歐語 は 方言 的に 區 分せ 

共通 基 iS  0 


S7 一 


ら れてゐ た^を 忘れて はならぬ。 故に 各 代表 語 を 比^して 直ちに 共通 基礎 語の 統 一 的 音組铙 或は 文法 形態に 溯り^る 

ものと ^ へる^ は、 方法 上の 飛躍 を 犯して ゐる 次第で、 嚴 格に 云へば 原始 印歐語 領域 內に 於け る 各 語 派の 基礎 形、 或 

は 諸お 派に 共通す る 方 一一 n 的 基礎 形を椎 宛し、 もし 出來 得れば それより 進んで 共通 基礎 形 を假定 する ものと 考 ふべ きで 

ある。 比蛟 によって 推^ する； 冉 現出 形 は 常に 假定に 止る と は 云へ、 なるべく ならば 單 なる 便^ 的 記 號の域 を^して、 

略 正確な 近似 性 をも與 へる 様に 愼茧な 態度 を以 つて 研究に 臨まねば ならぬ。 例へば 上例に 於て^ と k との 二 昔 列 を も 

つ 方言^ 域と k とがとの 二 昔 列 を もつ 方言 區 域と を 推定す る 事 は、 比較 研究の 直接 結 梨で あるが、 更に 進んで k^q 

の 三 列 を K 定 する 以上、 それ は單に Skt.  kravfh  ：  Gr.  Kpf の 如き 場合 を說 明す る 便宜 的手投 たるに 止ら す、 原始 

印歐 語の^ 史的 變遒 過^の 說明を も 含んで ゐる ものでなくて はならぬ。 

以上の 如く 共通 基礎 語に も 方言 的 厘 分を考 へ 得る 事 は當然 であるが、 か、 る 方言 的 差異 を茈 礎と して 同時に 多數の 

^派に 分裂した とおへ るの は 不自然で ある。 卽ち各 語 派が 共通 基礎 語から 分派した 年代に も早晚 の相逮 があった 事 を 

認めねば ならぬ。 A 語 派 は 頗る 罕 く 共通 基礎 語から 分派し、 次に B 及び C 語 派の 分派が 起り、 更に 遲れて DE 等の 語 

派が 順次に 分派し、 こ V に 始めて 共通 基礎 語の 解消 を來 した ものと きへ るの が妥當 である。 換言すれば 吾人が 共通 基 

礎 語と 稱 する ものに は、 幾多の 方言 的 差異 を 認定し 得る のみなら す、 時 問 的に も數^ の 階 程を豫 想せ ねばならぬ。 A 

Be 語 派が 夫々 分派した 後に も 共通 基礎^ は尙 その 變邋を 持^した の は 勿論で あるが、 ABCWi 派 は その 變 化に 與ら 

す、 派の 一致して：； 小す 特徴 は D^: の^ 派に は兑 出されす、 或は 稀 有の 例外と しての み 保存され てゐ るか も 知 

れぬ。 從 つて DEF 語 派の 一致に よって 再現 出した 形 は ABC;li 派に 適 W せられす， 叉 GHI 語 派の みに よって 再現 


39  - 


出した 形と も異り 得る。 原則として 共通 基礎 語の 古い 語形 は 早く 之から 分離した 語 派に 求め 得る 事と なり、 ある 語 派 

に殘る 特殊な 不規則 形式 は ある 時代に 於け る 共通 基礎 語の 有力なる 一 形式 を 代表す る 事 も 起り 得る。 但し 具體 的事實 

として は 通常 何れの 語 派が 他の 語 派より 早く 共通 基礎 語から 分離し たかを 示す 歷史 的證 據を發 見し 得ぬ。 故に 比較 文 

法の 見地から はか ゝる 古風の 不規則 形 を 多量に 含む 語 派 は 早く 分離した ものと 假定 する" 之 を印歐 語族に ついて 見る 

ならば、 ヒ クタ イト M. インド • イラン 語 派-トカラ 語 • アル メ  一  I ャ詰. イタ リャ語 派. ゲルト 語 派 は 他の 語 派より 比較的 

早く 原始 印歐 語から 分派した らしく、 之 等の 語 派に 所謂 r 人稱 語尾が 保存され て ゐる事 は 興味 ある 點 である。 叉 有史 

時代に 於け る 地理 的 分布 狀態を も 考慮して 之 等 を 透 境 語 (margilml  languages) と稱 し、 他 を 中央 語 (central  langu- 

ages)と 呼ぶ 事 も ある。 

かゝる 研究の 方向 を愼 重に 進めて 行く 時 は 共通 基礎 語の 變邋の 片鱗 を 窺 ひ、 不規則なる 特殊 形に 說明 を與へ 得る の 

みならす、 一 般に 流布す る 見解に 改訂 を 促す 事が ある。 例 へ ば 動詞 第 j 種變化 (thomatic  conjugation) の 現在 單數の 

形式 は 比較に より 通常 

1. ,-. D11S..-0,  に. *wbere-si,  3.  *l-llel.9ti 

と 推定 せられて ゐ るが、 ラテン語 は 

1. fero,  に. 1C1.H,  3.  fel.t, (1. pi.  ferimus,  2.  .PI.  fertis) 

を呈 し、 正規なる 變化 形式に 背馳す る 所に、 原始 印歐 語の 古 形式 を傯 ばし める ものが ある。 果して 印度 最古の 文獻に 

は 三人 稱單數 の 不規則 形 bhilrti が あり、 ギリ シゾ 語の ホメ ー ル詩 中には 孤立 形 ま pre が 見出される。 卽ち この 場 

共通 基礎 語 


合ラテ ン おの：； 小す 如く、 單數 二人 稱ニ 二人 稱 及び^ 數- 一人 稱 にあって は^ 枳 とお^との に e を^まぬ 變化 形式が、 

； S 始印 の ある 時代に 行 はれ た^を 推^せし める。 尙 詳しく は A.  Meillet,  Lulletiu  do  la  Soc.  ling,  de  Paria 

日 u.  p. 1— に 8-  p.  1941203,  1931 を參 照せられ たい。 

單 語の 全貌 を ^現出す る^の 困難 は 旣に之 を 述べた。 その 全貌 は W 現出し ^すと も、 ^极 *語 幹の 一致に より 共通 

^礎お の の 範^ を 決^す る^ は 理論的に 許 されて ゐる。 然し 之 を 基礎と し： 史に 進んで 常時の 社會 制度 • 文化 狀態. 

祌話宗 敎等 をお 察し" 或は 動桢物 • 天候^に 關 する 知識から 共通 基礎 語 を^った K 族の 原^地 を も 推定 せんとす る 事 

は 比較 文法の S 接 任務で はない。 かく 言語 的资 料に よって 往古の 文化 狀態 を硏究 する 部門 は 特に si 古物 擧 (linguis- 

tic palilesltology) と 呼ばれて ゐる。 この 研究 は， 通 f 民族 舉.考 古舉 と接觸 し、 且つ 實際 問題と して は 幾多の 闲 難に 遭 

遇し、 稍 も すれば 主 觀的獨 斷に陷 る 恐れが ある。 m^i は 昔 形の 變 化の みならす、 意義の 變 邋を經 る爲、 外形的 並に 內 

^的 II： 化が 各^^の 複雜 なる 歴史 を 形成し、 tl= 形 • 意義 を 二つながら 滿 足させる^ 源 は 容易に 得られない。 各！^ iil 

に 於け るが；^ の^ 川 は 頻繁に 起る ものであるが、 往古に 於け る 借 m 關係は 概して 不明瞭で、 音韻 上 明確な 反 證 なき 限 

り、 木來 のお^と^ m^i と は區^ され^ない。 且つ 單 一語の 意義の 變邋は 心理的 要素 を 多分に 含み、 社會 構成の 變 移， 

文化 狀 態の 進 M に 忭ふポ が 多い。 これ 等の 本^ は^ 義 研究 をして 益-困難 ならしめ、 單 なる 抽象に よって 根本 意義 を 

決お し、 或は 後世の 怠^に 準據 して 共通 基礎 語の 文化 狀 態に 肉薄 せんとす る 企 圖 の 危險を 指示して ゐる ものと 云 ひ 得 

る。 特に 文化 耍尜を 表 はす WKli の歷 史的 研究 は、 出來 得る 限り 事物に 卽 して 行 はれなくて はならぬ と 主張され る 所以 

である。 义 一方 昔^ 變 化の 规則 性に も 充分なる 注意 を拂 ひ、 且つ 言語 意 蕤 論の 敎 へる 意義 變邋の 一般 原則 を も參考 す 


べき は 勿論で ある。 

文獻^ おなる^ 語に つき、 單 語の 意義 變遷の 跡を迎 り、 之 を 文化 研究の 資料に 充 つる 事 は 比較的 確實な 結艰に 導き 

得る が、 文獻を 絶した 假定的 共通 基礎 語に 之 を 施す 時 は その 結論 も 亦瞹咪 となる の は 避け 難い 所で ある。 

今 例 を印歐 語に とれば、 各 語 派 を 通じ、 親族 關係を 示す 單 語で 語源 を 共通に する ものが 少 くない。 その 結 架 を 綜合 

すれば 男子 を 中心とする 大家族 制度の 行 はれた の を 察知せ しめる。 與味 ある 事. 實 として、 「夫」 を 意味す る 語が 同時に 

「家長」 にも 適用され て ゐる。 

Skt.  pltili  -husband,  master,-  (dilm.patill  -chief  of  tlie  house-)，  Av.  Irnitis,  Gr.  Tsat ハ -huslDandz  (5£0.-T3r5?v, 

Lith.  patis,  (vssz-patis),  TOIill. A  pats-  Gotli.  brip-faps  -bridegroom*. 

宗敎的 方面に 關 して は 神 を 意味す る 語が 「輝く」 を 意味す る 語根から 出 てゐる 事に 注意し た い 。 

slit-  devd づ, dgvas,  llat-  deus,  Olr.  dfa,  OIc.  tivar,  etc. 

ァ * ゥ -スタ 語で daava- が 「惡 魔」 を 意味す るに 至った の は 特殊な 宗教 的 事情に 基く もので、 尙 語源 を 共通に する 

p  dyfil  -heaven,  day- 又は pitS  dy£I  -Father  Heaven- は 天神と して 祟拜 せられ、 ギ リシ ャ語の 駕^. ラテ 

ンぉの Juppiter  (  =  zs?  sirslo) に相當 する。 一 見 類似せ るギ リシ ャ 語の さ 。v  -god- は 周知の 昔 則に 反する 故 こ、 

に屬 する^ は 出来す、 且つ 滿 足な 語源 は 知られて ゐ ない。 

動物のお 殊に 家畜の 名に は 數國語 間に 一 致を兑 る ものが ある。 最もよ く 知られて ゐる ものに 牛 *羊- 山羊 .馬* 犬 等が 

ある。 一例 を 舉げれ ば、 


Bkt.  ll^vah  -horse--  Av.  asl〕5,  Lat.  eqsa 一  oil.,  ech, 〇E.  eoll- Gr.  ？ミ, Tokh.  A  yuk,  B  yokwe. 

元來 原始 印歐 語で は 動物の 雌雄 を 分つ に 別 語 を 用 ひす、 必要 あれば 代名詞 或は 形容 形の 女性 形を附 加して 之 を 1^^ 

したが、 後 諸 國語は 牝を表 はすに 特に 女性 形 を 造った。 かくて 牝ぉを 表 はす skt. お vS,  equ「s  liitll.  aszvi がで 

きたので ある。 叉 01"  ^-.  Arm.  kov,  OE  cil,  Ifettic  giws,  TOEI.  A Is は 牝牛 を 表 はすが 全く！^ i 源の SL.t. 

giinh,  Av.  Gr.  /9tp.,  Lat.  f  (from  umbriap-samnite)， は 牡牛 を も 牝牛 を も 表 はし 得て 原始 印歐^ の狀態 

に 近い。 

次に 植物 名 は 動物 名 程 正確に は 分らない。 移住 地に 於て 本來の 名稱を 類似の 植物に 轉用 する ことが 多い 爲 である。 

「山 毛櫸」 を 表 はす Ifet.  f„ 一 gus  (f し. 〇HG.  buohlia に對 し、 间 音 形の G1- 3^  (f.) は、 「槲」 の 一種 を 意味す る 

(Lat.  quercus,  OHP  forila)。 故に 印歐 語の 比較に よって 得た 植物 名 を 基礎と し、 桢物學 の 知識に より 共通 基礎 語 

の 地盤 を 地理 的に 制^せん とする 企^ は 種々 なる 障礙に 妨げられて ゐる。 

動詞の 語根の 意義が 正しく 推定され 得るならば 共通 基礎 語 時代の 活動 範圍、 文化 狀態の 一 斑 を 親 はしめ る ものと 云 

へる が、 比較に よって 歸納 した 語根の 意義 は 概して 一般 普通の 動作に 屬し、 且つ 意義の 派生 は複雜 微妙で ある 故， 確 

實に 特殊な 職業^ を 推定す るの は 困難で ある。 旣に 家畜 名に ついて 一 甘し、 之に よって 當時 牧畜の 行 はれた の は 想像 

に 難くない が、 「搾乳」 を 意味す る 語根 cvmeleg) も 多 數の語 派に 共通して ゐる。 

Gr.  ttJilaTS  -I  milk 、-  I」at  mulges-  Mir.  (<  *mliglin)，  mlicllt-  .hlicllt,  "-nilkz  Gotli.  milulfs ビ luk,、 

OHP  melclian  -to  milk へ 】nilull  -milk、，  OK  melcel,  meolc,  Litli.  m6Uu  -I  】nilk\  0QIS1.  mlYZ9-  Alb.  miel、， 


-TOIdl. A  m「lllflune  *milking 一，  malls  -mills*,  JB  w^pc^^.©-.. 

日 一 レ f ン. ド • 小 ラン 語 派に 於て こ ひ 語. 根 (skt  Basrsti  -15  wipes  off,  cleanses-,  Av.  mQl.ozalt ご は 恐らく 原義 

と^はれ る廣義 の拭淨 動作の み を 表 はし、 狭義 化された 搾乳の 義を 有しない。 之 を 表 はすに は 別の 語根 (skt.oAluh) 

を おひ、 この 點に 於て 他の 語 派に 對 立して ゐる。 

かくの 如くして 原始 印歐語 或は その 方言に 屬 したと 推定 せられる 語根 • 語幹 を列擧 し、 各項 下に 派生 形 を 網羅 せん 

とした ものに ワルデ 及び ボ コル -1 1 の 「印 歐語 比較 辭典」 が ある。 辭書は 如何程 诰擀 でも ある 意味で は 文典の 附 錄と考 

へ 得られる 故、 比較 辭典 は 印歐語 比較 文法の 附錄 とも 考へ 得る。 然し 大規模な 比較 辭典 は 比較 文法に よって 得た る 知 

識の 集大成と も稱 すべき もので、 比較 文法の 進歩 は 忽ち 比較 辭典に 反映すべく、 後者の 各項が 含む 幾多の 謎 は 解答 を 

比較 文法に 迫って その 進歩 を 促す。 但し 辭書は その 性質 上單 語の 羅列に 止る 場合が 多い 故， 共通 基礎 語の 語彙 研究に 

资 せんとす る 時 は、 語根 を 出發點 として 各印歐 語に 於け る 派生語の 構造 • 意義 を檢 討し、 或は 動物. 植物 .鑛 物 等 幾多 

の 部門に 分類して 同 を 集め 異を 分つ て 音韻 的 並に 意義 的に 確實な 研究 を 企てねば ならぬ。 

第五 章 研究の 歷史 

第一章に 於て 印歐 語族の 包含す る 語 派 並に その 代表的 國語 を列擧 したが、 如何なる 國 語が この 語族に 屬 して ゐ るか 

を 決定した 事が 旣に 比較 文法の 顯 著なる 功績で、 決して 一朝一夕に 解決され たもので はない。 且つ この 語族に 屬 する： 

國^ を數 個の 語 派に 分類し、 語 派 相互の 關係を も 決定す るに は 長 日月の 研究 を必耍 とした。 

硏 究 s 歴史 
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W 究め IK 史 

そ も/、 十九 世紀に 於け る 一 SI ゆの 勃興 は、 印歐 ^研究と 密接な 關係 をお し、 その 初期に 於て は 主として 印歐 語の 

研究に 終始した ので あるが、 十九 世紀の 後半に 至り 印歐^ 比較 文法の 基礎 も 次第に 鞏 M となり、 言語 舉の領 野も擴 張 

され * 各部 門 の 分化 も 明瞭と なり、 逡に 今日の 隆盛 を 致す 闪 となった ので ある。 

研究^に 關 して は 小 林 俘 男 氏の 「1 一一 ーリ訝 寧史」 に 詳述され てゐる 故こゝ には^き、 唯 サン スク リツ ト語の 研究が 印歐語 

比較 文法の 發達を 促し、 印歐語 比較 文法の 進歩に つれ 次第に サン スクリ ，ト語 過 K の 弊 を^し、 一方 音刖. 類推 等、 

言語 研究の 指導原理に 對 する 正確なる 现 解に 達した 事 を 注意 すれば よい。 尙前^ に 於て 研究 史に屬 する 事項に も 論及 

した 點が あるから、 玆 では 殺 近の 發^ にか k る トカラ^ が、 如何にして 印歐 語族 中に その 位 澄を與 へられ たかを 略述 

し、 次いで ヒ ッ タイト 語に も 幣^ を與 へ る^とす る。 

〔一〕 トカラ 語の 研究 

ト九 世紀の 終 及び 一 一十 世紀の 初に 行 はれた 大規投 な 中亞發 掘の 結 ST その 豐 富な 牧筏 中に 數 極の 未知の 國 語で 書か 

れた寫 本が あった。 それ 等の 國語も 次第に 解讀 せられ その 所 屬も閬 明され たが、 殊に 興味が あるの は トカラ 語で、 そ 

の 研究 は 最近 印歐^ ^界の 最も 誇る に 足る 功 緩の 一 つで ある。 

トカラお のお 本 は.：， M 代印 度の 一 書體 ブラ ー フミ，' 文字で 書かれて ゐ た爲、 內容 及び： 一一 一 I&1 の 所屬が 明になる 以前 旣に 

略 明確な 讀み方 を 知り^た^、 又お 本 中には. サン スク リウ ト 語よりの 借 W 語 を 多量に 含み、 或は サン スクリ "ト^ 

の 原文 を 載せて その トカラ ^譯を 添 へた ものが あった 事 は、 その 研究 の 進歩 に 頗る 寄與す る 所が あ つ た。 

露 • 突 • 獨 • 佛 及び 日本の 採險隊 による 組織的 發掘 研究に 先 だち， トカラ^お 本の 斷片は 一 八 九： 二 年旣に ヘルンレ 
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(A.F.K.HOCrllle) により 舉界に 披露され、 ^いで 一 九 〇  一^、 彼 は醫藥 書の 斷片を n 1 マ 字に 轉寫 して 發 表し 

た (Journal  of  the  As.  sop  of  Beegal  1901,  part 】, extra  number)。 

又 ロイマン (E3st  Lcumirnn;} は、 一 九 〇〇 ハ牛 口 シ ャ の 「ベ トロ ウス キ ー 蒐集」 に屬 する 寫本ー 一葉 を 詳細に 研究して 

その 内容の 佛敎文 學に屬 する 事 を 看取し、 未知の 言語の 解讀に 努力した。 

然し トカラ^ 硏究に 新時代 を 劃した の は、 ジ ー ク 及び ジ ー グ リングの 論文 「トカラ 語」 (E.sicg  und  W.Siegling: 

-Tocllarisch-  die  Spraclie  del.  Indosky  tl5n.  13erlin  1908) である。 フ ート( Hutll) 、グ リュ ー ンヴェ ー デル (Griinwedel) 

ルコック (Le  coq) に 率いられた 獨 逸の 探險隊 により 數 次に 伯林へ 齎 された 豐 富な 資料に より， 隱忍 E 重數ケ 年の 硏 

鑽の 結果、 この 未知の 國 語 は印歐 語と 決定せられ、 然も インド • イラン 語よりも 寧ろ 歐洲 語に 近く、 母 韻 子 昔の 組織、 

名；！ 動詞の 變化 及び 語彙に 關し 明瞭に IE! 別すべき 一 一方 霄を 含んで ゐる 事が 斷定 された。 ジ ー ク 及び ジ ー グ リング はこ 

の 二方 言 を 暫定的に A 及び B と 命名し， 主として A 方言に つき 簡^に 文法 を 叙述し、 特に 動詞 變化、 代名詞、 數詞、 

親族 名詞に よって その 印歐^ 的 性質 を證 明し、 且つ 先に へ ル ン レ 及び ロイ マ ン により 發 表された 斷片は B 方言に 屬す 

る 事 を も 明に した。 この 論文 一 度 出で て トカラ 語が 印歐 語なる 事 は 確定した が、 名稱 及び 印歐 語族 中の 位置 等に 闘し 

ては尙 幾多の 波瀾 曲折 を經、 殊に 前者に 至って は 未だに 學 者の 意見 は 一致して ゐ ない。 

"ィ マン は 初め 假 りに カシ ュ ガル 語と 稱 し： 一 九 〇〇 年)、 次いで (一 九 〇 七 年)、 彼が 後年 ノ ルトァ ー リシュ^ 

(Nordarisclo と稱 した 「言語 二」 (實は イラン 語 派の 一 方言で 今 は Sakiscli,  Kliotanese,  iranien  oriental 等稱 せられ 

る もの) に對 し、 「言語 一 」 と 呼んだ が 何等 其 體的 命名に は 至らなかった。 
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トカラ 薪なる 名稱は 元來獨 逸の 頃摹ミ ュ ラ 1 の 提唱に 基き C_B\ w.  K. Miiller ： Beitrag  zur  genaueren BstiJUIHUng 

dor  uubeliasiten  Spraclie  MittelaBieg,  Berlin  1907)、 ジ， ク 及び ジ I グ リングに より 辍 承せられ， 種々 なる 反 

對意 見が あつたに 拘ら す、 獨逸 の舉效 に 採 川され、 又 一 舣 に印歐 語舉 者の 惯 m する 所と なった ものである。 命名の 根 

據は A 方言が 囘髌 人に よ b トフ リ語 (toxr.0 と 呼ばれた と 云 ふ 兌 解に^ する。 但し 之 を 直ちに インド スキ チヤ 人の 言 

語と 斷す るの は 早計で ある 故、 この 點は ^執され てゐ ない。 トフ リ卽ち ギリシャ 及び ラ テ ン文獻 に、 所謂 ト カリヤ 

人 31 ミ， Toclm.i,  Thooatl, 印度 文献の TnkhsTa, 支那 文 獻の兜 怯 勒* 吐 呼羅. 覩货羅 等) は、 ^つて オタ ソス 河流 

域に 勢力 を 揮った 民族で あるが、 寫 本はタ リム 盆地の 北邊 より 發 兌せられ た 事實、 叉 A 方言の 使 EE 者 自身 は 自國語 を 

dl: を sr^i-vpo と稱 して ゐ たと 云 ふ事實 (sieg:Hin  eintleimisdler  Name  fiir  ，rcxl.T,  1301.1m  1910」 に 

闢聯 し、 複雜 なる 論 ゆ を 誘發 して 各 阈硕學 の 蘊蓄 を倾 けしめ、 束 洋史に 名高き 月 氏 . 大夏を 巾 心と して 幾多の 大隐な 

る 假說を 捲き 起した。 然し この 論 戰に參 加す る 爲には ギリ シ ャ語 及び ラテ ン語 の文獻 のみなら す 支那の 史書に 精通す 

る を 要し、 且つ 西域 史の 迭詣を 必要と する 故、 単 なる 印歐 許學者 或は 束 洋學^ の專 門範圍 を^に 凌駕す るに 至った。 

玆には 唯 獨逸舉 者に 對 する 有力なる 反對 として. か、 る 問題 を 論議す る资 格に 於て 虧 くる 所な きフラ ン ス の大 學匠シ 

ルヴァ ン. レヴィ (sylvaiu  L6vi) の a 解 を 紹介す るに 止めて おく。 1 九 一 三年、 レヴィ は砍く 支那の 歷史文 默 を渉獵 

して、 西^ 前 一 一^紀より トル コ 人の 主權に 屈服す るまで 約 一 千^に 亙る^ 玆國 の膀史 を拔粹 し、 巴 里の 「ベリオ 嵬集」 

中より B 方言で 書かれた 隊商 W 木製 旅券 を 研究し、 支那 文默に 照して 七 世紀に 屬 する^ 玆國の 王 名 を その 中に 發兑 し、 

且つ かゝる 日^ 文 寄に B 方言 の 使用 せられて ゐる 事 及び 龅玆 より 發兑 された 寫 本に は A 方言 を 用 ひ たも の なき 事 を 指 
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摘して、 B 方言 を 齙玆國 の 日常 語と 斷定 し、 これ をク ゥ チ ャ語卽 ち 龜玆語 (Kuclleau,  koutc ま 21) と 呼ぶべき 事 を 主 

張した (S.L へ- vi:Le  :TOMlarien  B," langue  de  wontcra,  Paris 191 ど。 更に 最近 は同樣 支那 史書に 就き 一 千年に 亙 

る焉耆 (Karashar) 及び 高昌 (TUTfan) の 歷史を 迎り 、 文獻 の 證 する 限り 何等 ト カリヤ 人との 關係を 暗示す る ものな く、 

トルコ 人の 所 li トフ リー 語 は 別に 之 を 求むべき を 論じ、 更に ^t.ii なる 語 は 安西の 轉 化と 說 明し 得と なして、 A 方言 は 

朿方ァ ー ルシ語 或は カラ シャ ー ル • トル ファ ン語、 B 方言 は 西方 ァ ー ルシ語 或は タツ チノ 語と 命名す るの が妥當 だと 

結論して ゐる (ILe  --Tokllarieu",  Paris 193 養 

以上 簡單に 命名 問題 の 經緯を 述べた が 比較 文法の 當 面の 問題と して は、 所謂 トカラ 語の 印歐 語族 中に 於け る 位笸を 

明確に して 置かねば ならない。 

〔ィ〕 インド • イラン 語 派との 關係 

トカラ 語が インド • イラ ン 語 派 (= ァリ ヤン 語 派) に 腸して ゐ ない 事 は 旣にジ ー ク 及ぴジ ー グ リングの 論文 が 明 示す 

る 所で ある。 故に a イマ ンも ( 一 九 〇 八 年) 彼の 所謂 「言語 一 一」 をァリ ヤン 語と 認めた に對し 「言語 一 」 卽 トカラ 語 を非ァ 

リ ヤン 語と 稱 して ゐる。 その 證據 として は 次の 諸點に 留意 すれば 充分で ある。 

〔 一 〕 原始 印歐 語の e  o  a が 混同され てゐ ない 事。 

IR  e  H Ipclo-Ir.  a. 

Gr.  HKQ.  -ten バ SLEt.  cMla  :  Tocli. A  sak, 13  salr. 

Gr.  TTIVre  -five 一,  Skt.  psca :  Toch.  A  pa5,  B  PIS. 
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Gr.  q^sHO  -I  carry パ Skt.  wlarsml : Tocll. A  pal.tsi  (Inf.). 

liat*  sex. ビ ix*,  pop  saflis,  s】it  s  t.  TOCK  A  ？ ik,  (B  5ISS). 

IE.  o  n  Jnd?Ir.  a 

Gr.  ottT シ  一 eight*,  skt.  agtdu  :Tocli. A  oklit,  B  ott. 

Lat.  ocuius  eye 一,  Gr:  Q<se  (dual) ： TOOK  A  at,  dual  asalTn,  B  e^ane. 

Gr.  で Kfol;  -uau パ S に sn-^  -toct に： Tocu.  i\-  ^p-p  13  Ismp 

Gr.  TSAfc  -husband へ slit-  x>"itl 订 ： Tocl に A  pits 

IR  a  n  Indo.Ir.  a 

Gr.  h，l ヌ *anotliei く  JLat.  alius,  Gotli.  a-ljls :  Tocll. A  Slyak,  B  al づ ek,  compare  Skt.  any き 

Gr.  a ミズ Svlnte へ u-frfuts^:  Mwp^.  p^op^s^-  Slit.  ^^.^^i^.  wllite- :  Tocll- A  illrtl  wuite,、  B  rlriiwl. 

〔二〕 インド • イラン 語に 反し K 始印歐 ^の 9 は i にならなかった 事。 

Stt.  j>ita  -fatllGl.、  Gr.  KaT^ip :  Tocli. A  plcar,  IB  p"lcer.  . 

skt.  -daughter へ Gr.  ； i?c^4rs> "  T?ooh,  A  ckScai ノ  B  ikioer. 

〔一二〕  ^始 印歐 語の£ 音 及びが 昔に 關 して は 三 七 H 參照。 

〔四〕 00, 「他」 を^ 味す る インド • イラン 語 は n を 含む の を特徵 として ゐ るに 對し (anya-)、 トカラ 語はョ ー 口 ク 

パ諸^ と问 様に 1 を 含んで ゐる。 ^一  顼の例 參^。 


•  A  -raiir  B  -mar 

-tar  -tar 

-tar  -tar 

•  -nitar  -rantar 
-car  -tar 
-ntar  -ntar 


Toch.  A  s「lle  fait ノ IB  B「llyi :  L-at.  p  Gotli.  salt. 

Tocli. A  por  -f  il.p 一  B  plvwar,  pwrll- : Gr.  n  L-lo,  OHG.  f ョ1-. 

等 も インド • イラン 語に 近くない 事 を 示して ゐる。 

〔口〕 イタ n  • ゲルト 語 派說。 

地 现的關 係から 見て 最も 近 かるべき インド • イラン^ 派と 疏緣 なる 以上、 トカラ 語に 最も 近い 語 派 は 他に 求めねば 

ならぬ。 さて トカラ 語の 動詞 變化を  一 a して 直に 目につく 特徵 は、 その 中 相 (mi 二 (110  voico) に 於て 人稱語 尾が r で 終 

つて ゐ る 車で ある (上表 參 照)。 

こ の 特徵は イタ リャ語 派 及び ゲルト 語 派に 著しい ものである 爲、 冇 力なる ケ 

ル ト語舉 者べ ー デ ルセ ン (H.  :pederscu) をし てトカ ラ語は 恐らく イタ 口  • ゲル 

ト語 派に 屬 する ものと 考 へしめ ( 一 九 一 三年)、 叉 ュ ンケル (JS11S1.) の 如く、 ト 

カリヤ 人 は ゲルト 人 だと 主張す る擧者 も 出た ( 一 九 一 五 年)。 然し この 見地から 

頗る 詳細な 研究 を發 表して、 最も 強く ゲルト 語派說 を 主張した のはシ ャル ベン 

1 2-  a 1 2'  00. ティ エル ( J-  〇llar!:5ntier) であった (Die  etlmogray>hiscis  Stellung  dor 

s  p  Tocllarer,  Zcitschrift  dor  Deut.  Mol.genl.  Ges.  7i, 1917,  ；  Die 

づ el-lulen  r-Endunrasn  del- iu dogcl.manlscliell  spl.acllen,  Uppsala  J1917)- 

蓋し 中亞の 一 角から 發 見せられた 印歐 語が 中 相 動詞に r 人稱 語尾 を 普及せ しめて ゐる事 は 頗る 與味 ある 事に は 相違 


ない が、 所謂 r 語尾 は イタ リャ^^ 及び ゲルト^ 派の 獨占 する 所ではな く、 インド • イラン 語 派に も^^し、 フリギ 

ャ語 (plu.ygian)、 アル メ  -1 ャ語、 更に ヒッ タイト 語に も 求め 得る のみなら す、 甚 しく 變 化した トカラ 語に 於て その 人 

稱語 尾の 原形 を 決定す るに は 幾多の 困難が ある 故、 この類 似 を 過重して トカラ 語の 所屬を 決定す るの は 早計 の^を 免 

れ ない。 J.  yendryGB:  Los  lonnos  verbalea  on  -K-  du  toldiariou  et  do  ritalo-celtique,  Paris  1913 參 照。 

〔ハ〕 フリ ギヤ • ァ ルメー I ャ語 派說。 

古來 アル メ 一一  ャ はフリ ギヤ 人の 桢民 地と 傳 へられ、 アル メ 一一  ャ 語と フリ ギヤ 語と を 同 一 語 派に 包括す る^ 者 も 多い 

が、 トカラ 語と フリ ギヤ • ァ ルメー 1 ャ語を 比較し、 その 類似 點を 十九 項に 亙って 群論し、 兩 者の 密接なる 關係 をカ說 

した^-おに ボ コ ル 一一 ー 力 ある (J.  Pokorny  ：  Die  steumlg  dea  Toolucrisohen 13  Kreise  der  indogermaniBclsn 

spraclsll,  Wion  1919)。  ^この 傾向に 屬 する 舉 者と して は、 フリ ギヤ 語 を アル メ 一一  ャ語 及び トカラ 語の 中 問に 位する 

ものと 斷ぉ した へ ル マ ンを 舉げる 事が できる (E.  Hermann:  Kulms  Zeitsclu-ift  50, 1922,  S.  302ff.)o 

然し ボ コ ル 一一 ー 及びへ ル マ ンが深 犬の 學殖を 傾注し、 巧妙なる 論法 を 使用して 强調 すると も その 擧說は 一 舣に 承認 

せられす、 トカラ 語の 所 屬に關 する 最後の 斷 案と はならなかった。 

〔5 獨立語 派說。 

最もよ く トカラ^の 資 狀に卽 し、 稔健 安常な 說で、 フランスの メイエ によって 提示され たもので ある (A.  Meillet: 

Le  tckharieu,  IHdogeap  Jasmch  I,  pp.  1119,  1914)。 卽ち トカラ 語を旣 知の 一 語 派に 含ませる ことなく、 諸 語 

派との 親 疏關係 を 考慮し、 共通 點を 公平に 評價 して、 イタ a  • ゲルト 語 派、 アル メ  -1 ャ語派 及び スラブ 語 派の 中間に 


位する 獨立語 派と 認定す る。 イタ" • ゲルト 語 派との 共通 點に關 して は 特に 上述の r 語尾に 注意すべく、 又ァ ルメー 一 

ャ語派 及び スラブ 語 派に 對 して は 特に 1 を 含む 分詞 形に 留意すべき である。 00s.  -lu.  Arm.  .eal,  Tocli. .1, -lie 

參照。 

かくの 如く トカラ 語に 獨立語 派の 位置 を與 へる 事に より、 印歐 語族 は 新に 一個の 語 派を增 加し 得た 事と なり、 比較 

文法の^ は イラ ン語 派に 屬 する コ， 'タ ン語 (Khotanese  r  -Nordariscll-) 及び ソグド 語 (sogdian) の發 見に 於け る 

より 一 曆大 なる ものが あつたと 云 へ る。 

トカラ 語 研究の 結 架と して 一 一 ；の與 味 ある 點を擧 げれば A  cac.il  -ho  raised  up- ：  13  ciila の 如き 對立は Goth. 

hal  -he  called 一： OIc.  hdt,  Gcth.  Jal -he  leaped ぶ OIc.  0 等に 比較され、 ゲル マ ン語 比較 文法の 1 懸案に 

一 苴の 光明 を 投じ OV.  Scliulzo:  Die  reduplizierton  IViterita  des  Tocllarisclsn  und  des  Germanisclien,  werlln 

1924)、  IB  soyE,  A  se  -son、 及び B  suwalp.  -it  rains へ swoso  -rain-,  A  swase は 夫々 ギリ シ *■ 語 ミミ *son,  ,T  -it 

rains- に 最も 適當な 類似 形 を 提供した。 更に ヒック イト 語と すら 共通す る 單語を 指摘した 學者も あるが (J-  FriedricI! 

Indogerm.  Forscliungen  46,  p.  27G,  1928:TOI£ll. A  ka?t -hunger- :  Hitt.  】£ast;  Tokli. A  tkaip, 13  kail! ビ arF  : 

Hitt.  tekan. 尙 後者に 對 して は p.  KretscIKner  Glotta  xx.  pp.  65—67,  1931 參 照)、 トカラ 語と ヒッ タイト 語との 間 

に 特別な 親 緣關係 ありと 云ふ說 (w. l)ctgrsen  ：  wittite  and  Toclrnrian,  Language ix.  pp.  12134,  19。o) は 信す る 

事が 出来ない。 

〔二〕 ヒ "タイト 語の 研究 
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トカラ 語の 發兑と は 刖侗の 意味で 印 歐語比 絞 文法に 大影饗 を與 へたの はヒ " タイト 語の 發見 である。 一 九 〇 六年獨 

逸の アツ シリャ ^ぉ フ ー ゴ 1* ウィンク レル (Hugo  .Winkler) 及び 考古 學ォク ト ー. プ ー フシ ユタ イン (otto  pucllBteln) 

によって 小亞ボ ガス コィ (Bogllazkr-i) 附近に 於て 行 はれた 發 掘の 結^、 往古 小 亞 の 中央、 現チの カッパ ド キヤ 地方に 

雄飛した ハ "チ 王^の 首府の 廢墟 から 頗る 豐 富な 公文書の 蒐桀が 發兑 された。 文字 は 楔形文字 を 使用し， 言^ はスメ 

ル語 • バ ビ a ン m • ァ ゥ シリャ 語の 外 未知の 國語數 種 を 含んで ゐた。 その 內 分量に 於ても 內 容に關 しても ^も 樞耍な 

のはハ ，チ 干： 國の 支配^ 階級が 公文書 及び 宗敎的 文書に 使用した 言語で 粘土 板 上に 刻まれ、 西暦 十五 乃至 十三 世紀に 

溯り 得る と 云 ふ。 通常 これ をヒ " タイト 語と 云 ふ。 然し ハ ッ チ國の 一 般 人民の 使 s した^の ヒ ヴ タイト Jsii 卽ちハ ッ チ 

語 (Hattili) は 別に 存在 して ゐ たので 前^ を擬 ヒック イト 語と 呼ぶ 車 も ある (pseudo-IIittito:^ 

一九 一 五 年チ 5 コ スロヴ アキ ャのー Is 語舉者 口 ズ 二 ー(：Be(ll.icll  Hl.ozny) がヒッ タイ ト語 は印歐 語で あると 發 表して 

(Mitteilungon  der  Deutslien  〇rient-Gesellscllaft  Nr.  58)、 舉界に 一大 セン セ イシ ョ ンを 起して 以來、 諸 國の舉 

者の 研鑽 を經 て次笫 に 正確な 知識 を 得る に 至り、 當初 疑惑の 眼を以 つて 见られ てるた 印 歐語說 も +  口に 於て は舉界 の 

常識と なった。 卽ち 語彙に 於て は 印歐語 的なら ざる耍 素 を 多量に 含んで ゐ るが、 名， 1 • 動詞の 變 化に 於て は 明に 印歐 

語の 特色 を帶 びて ゐる。 例へば 

JNOmmatn-e  ：  antohsas  -man 一-  SU.P.P.5  vnl.ez  assus  goocr. 

Accusative :  anulllsall-  suli^nll,  assun 

に 於け る 語尾 は 夫々 原始 印欧語の oi 卩ぉ 幹の 變 化に 努 M たる ものが ある。 又 「水」 を 意味す る 中性 名詞の 變化は 原始 


印歐語 の 特徴 ある 變化 形式 を 想起させる。 卽ち、 

Nom.-Acc.  ：  wata-r  .water 一  ：  cf.  slit-  Itdls-r  -udder 一 

Genitive  :  watena§  :  Slms41. 

この 形式 を ゲル マ ン語に 求めるならば、 

Nom.-Acc.  (Goth,  wato)，  CXE.  teeter,  OHG.  wa-5:.3ar. 

Gen.  Goth,  .vvatins 

によって 代表せられ、 語源 的に も 一 致す る。 

次に 動詞の 人稱 語尾 を揭 げ、 之 を サン スク リツ ト語 の變 化と 比較す る。 

』st  sg.  -jui  Skt.  c-mi  -I  go- 

2nd  -si  c-?i  -tllou  goes!/ 

-zi  e-ti  -he  goes* 

3rd で 1,-aIlzl  y-anti  -tliey  wo、 

最後に 關係 • 疑問代名詞の 形 も 全く 印歐 語の 面影 を 偬ば しめる ものが ある。 


！ N2n.  kms 

Acc.  I2in 

Neuter  tuit  (liuid ン 


Jllat-.  qi, 

quem, 

quid. 


ヒ， タイト が印歐 語た る^ は 疑 なしと する も 語族 中 に 於け る その 位置 或 は 原始 印歐語 との 閼 係 は 未だ 明瞭で なく 

後の 研究に 俟 つべき ものが 多い が、 恐らく 旣 知の 語 派と 同列に 見る よりも， IS 始印歐 語 自身と！： 列に 見る 方が 妥 

當 だとお へられる。 現 時 こめ 說を 最も 明瞭に 代表して ゐ るの は アメリカの スタ， "トヴ アン ト (E.  H.  Sturtevant  ： 〇 一 1 

the  position  of  Hittite  among  tlio  Indo-European  languages.  Language  n,  pp.  25134,  1926) で、 その 翻 係 を 

岡 解 すれば 次の 如くなる。 


Iiulo-Ilittito "  V-2.10C1 


0： ヒ ッ タイト^ と M 時に ボガズ コ ィか ら發兑 された ルイ 語 (Luwian,  Luili) はヒ ッ タイト；^ に 近き ものと 云 はれ、 

义 シリャ 及び 小亞 殊に シリ シャ 地方から 發兑 された 所謂 「象形文字 ヒ ッ タイト^」 (Hieroglyphic  Hittite) も淤近 は 

冇 力な 根據 により 上記の 「楔形文字 ヒッ タイト 語」 に 密接な 關係 ありと 主張せられ るに^ つた (KHrozny  ：  Les  inscri- 

ptions hittites  lliol.oglyl.〕llique.s  l)l.illla-r-;u.ls-Llelpzlg  1933)。 

*  *  * 

*  * 

最後に 一 (n したいの は 比 校 文法と 文獻 ゆとの^ 係で ある。 文獻舉 (S ュ lology) が 文獻の 内容 及び その 傳 承の 由來を 


攻究し、 文獻を 通じて 文化の 狀況を も 探知 せんとす る 以上、 文默の 使用す る 言語 自身 を 組織的に 研究す る 文法と 密接 

な關 係に ある は 自明の理 である。 文法 も單に 記述 的に 止るならば 文 默學者 自ら 之 を 兼ね 行 ひ 得る かも 知れぬ が， 精密 

なる 歷史 文法、 或は 廣汎 なる 比較 文法に 至って は 各國語 或は 語族の 専門家 を 待って 初めてな し 得る 所で ある。 研究の 

進歩に つれ 現今 は 一 一圃 語 を 同時に 專門 とする こと さへ 容易で ない 故、 到底 文獻學 と霄語 學とを 等分に 修得す る 事 は 望 

まれす、 何れ かに 研究 上の 审； 點を 置くべき は當然 である。 然ら ざれば 却って 二 兎 を 追 ふ 者と なる 恐れが ある。 近代 言 

語 學發逹 の 初期に 於て 兩者は 時に 相反 H したが 次第に 協調の 必要が 認められ るに 至った。 殊に 古代 ギリシャ 語 方言で 

i_T かれた 碑文の 研究、 通俗 ラテン語 文獻の 解說は 印歐語 比較 文法の 知識の 有益なる こと を 悟らし める に與 つて 力が あ 

る。 又 印度 錄 古の 文献 リグ *ヴ , 1 ダの 研究 は 最初 比較 文法と 密接に 關 係した が、 後に は 次第に 文 獻舉的 傾向 を增し 

て 健全な 發展を 遂げて ゐる。 現代語の みを觀 察する 場合 は 文 獻學に 負 ふ 所 比較的に 少く、 寧ろ 方 一 W 地理 舉 • 實驗音 聲 

舉 等に 期待す る 事 多き は當然 であるが、 主として 古代語 を资 料と する 印歐語 比較 文法^に あって は、 文 獻學の 研究 結 

^を顿 慮せ すして、 健全なる 完成 は 望まれない。 又 文 獻擧も その 资 料の 內容を 根本的に 闡明 せんとす る 時 は、 比較 文 

法の 敎示を 仰ぐべき で あ る。 舉 者の 舉術的 分業 が 益-多岐に 至る は歡迎 すべき も、 これによ つて 言語 學的 研究 と文獻 

學 との 問に 溝渠 をつ くる 事な く、 兩者は 車の 兩 輪の 如く 平行して 進む と共に、 一 は 常に 他と 協調し、 W に相扶 けて 行 

路の難 を 凌がねば ならぬ。 
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さ， 一； ゆ. TKi:^ ぐみ。 3^1:添<0^^.:?^、5^1〔^^|5」蹒ゅま>!^;^&^^，  isssj 缉厂 stcoi 辜：， ？：  i  5 

^き 0o$s0^^,n0^s0r^^^^a  IPU  s> 還 ゆお が か i ヘ^! が^?. ei> がま， c に 

ま。 

1. B.  DelkTllck  ..  Llluoitll】lg iu  (LIS  Studium  二 2-  UUIOlrcrmanlHcllen ひ -u.adion,  2U  .BCJltrag  zur  Gesolnclito 

unci  IVtothoditc  clel-  verglelcllenclen  Spnicliforschiu お， 4.  Aufl.  Leipziir  1904.  「き 1934) 

2.  A.  tlelllet  :  .lia  nvHllode  colullal.iltive  en  linguistique  llistorique,  Oslo  etc 19 に 9.  ； JicTA-isJ  XT 

3.  A.  ineillet  :  illln^ulsunue  Instol.irme  et lillgulstir-lle  g へ n へ -rale,  2。  dd.  Paris 19 に 6. 

4  J.  scllrljllen:  xhufsu.llg  iu  das ひ tudiiun  del-  Indogernlauiscllen  spra-clnvissouscllaft  init  Ibesolldel.cr 

13erllcL<slclltlgun^  del-  Kla-sslscllen  unci  germaniscllen  Spraclien,  Aibersetzt  メ、21 .vv.  Fischer,  Heidelberg 

U 一に 1. 广 the  original : liandleiding  Ibij  de  Stuaie  der  vel.gelijliende  indssrmaansclle  Taalweten-. 

sctap,  Leiuen  191r〕 


Z- ラー 一 \. 曰. 1 fcliapitld  pl.emiol- : Mc-thode)，  s.  <「) (13d.  I:  Eiuleitung,  Etymologle)  一。 ま tfixsls ia- 

1. P.  wretscllmer :  Die  indogermanisclle  spsslnvissenscllaft,  cine  Eiufiilinuig  fur  die  ocliule,  -<3ttll お en 

1925.  524  pp.  19179. 

2  J.  Vendryes  :  Langues  ilKlc-eurolM:-eunes  =A.  Meillet  et  M.  Cohen  : les langues  tlu  mclldo.  Pans 

3.  E.  Kieckers  :  Die  SJPracllsfshnme  cler  Erde,  Heidelberg  1931 pp,  4116. 

4  A.  Meillet  : Ifes  lallgvss  dans  rEuropc  nouvelle,  2。  dd.  Paris  1928  pp.  lc—45 

曰. s 殍 Jt  ®5  if 

1. A.  Meillet  ：  ！ utl.cducticli  a  r へ- tude  comi>arativo  des  kugues  indo.ouropdenues,  9  t-d.  Paris  ±924. 

(German  translation  by  W.  rl.inz  :  Einfiihrung  in  die  vergleicliende  GrammatiK  der  indoger, 

manisclien  spl.acllen,  Leipzig  1909.) 

^^s^0^-^p^-^$.  ii?r き SLi1^ や 3i 厂.. C  A.  Meillet:  Ifes  dialectes  lndo-europ_?ens.  Pans 

1908  llolrsau  tiraye  avec  nue  introduction  nouvelle  et  des  additions 19 にに. ^  w  d-  ^-  ^  o 

に. E.  Kieclsel.s  :  Einf  iillrun^  in  dio  tndogermsliscllcu  Sprachwissenscliaft,  1. 13iul(l  l^utlellre,  IVIimcllen 

； 「； Neudruck  Kerhn-Lelpzlg  1933. 

3.  li.  wrulrmanu  :  Kurzo  vcrL-.lei。lleu(le  Qnp^^  der  in dogermauiscl 121 Spraclien,  Strassburg ト 902 —  4, 

(French  translation  :  Albl.*?g6  de  grammairc  compare  (ICS  langues  mao.europ^ennes  trad,  par  c. 

Blocli,  A.  Cuny  et  A.  Eruout  sons  la  direction  de  A.  Meillet  et  R  Gautliiot,  Pans  190c. 」  一 
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4.  Ir  ..  G1.U1KU.1SS  l】er  vergleldlenuG  C2SC^»S^  -lor  iiulo ね crmauiscliou  spl.acllen, ド Aufl. 

1S9-—191G:  rthl.ee  thick  volumes). 

IBP  L  Lllllcitul お und  JLautlellre,  13」. II.  Lclll.e づ on  den  .vvortlormeu  und  illrsn  OO^M.PSO^  (ill 

^ 3^ ^ ^  ^ oo 蓦 巧 188611900  ST?  w.  Delbaick  ^SH^.Ort^^o  IV.  2  s«。 

S0G^TS.^U0  J.  wl.€lt, 1 一. S.  Conway,  W.  H.  D.  r§lso  n  ^J^^M,^f^^^o  (New 

York  1888  -1895)。 

ひ. XT.  Hirt  :  IlKlogel-manlscllo  Grammatik,  Teil .L  :  Emlcitung.  i.  Etymologie,  II.  Konsonantismus,  Teil 

II  :  >okalismus,  TTeil 曰 ： das  Isomer",  -Teil rv  :  Doppelung,  zusalnmcnsetzlsg,  vcl.lnlnl,  Teil \  : 

der  Alizent,  Heiderberg  1921—1929. 

accent  一 〔ili-^  Hirt  O0 ^ ^ sff^&^o 

IV.  it  u  雠 ま。 

1. J. つ. SOInser  :  v  erglelcllende  S3、ntilx  cler ひ clpllspracllcn  (Deutscll,  Elsliscll,  E-ranz(-;siscll,  Griechiscli, 

L-atemlscll) mit Issoudcrcr  lk>l.iickslc】ltlgullg  des  Deutscllon,  2.  Aufl.  lleipzi.s-Berlill  1925. 「 ele- 

mentary:! 「4, 】•  Aufl.  13<I  III—V. 

2.  13.  Delbruclc  :  vel.glelcllslae  Syntax  cler  ilulogcl.malliscllen  Sprachen,  strassTbul ミ 1 893—1 900,  =  IIL 

3.  J.  ackernagel : Vorlesui お eu  UTber  syntax  mit  Tbesonderor  wel.l.icksiclltimlng  .von  Gl.iccliiscll,  M-P^OT 

niscli  uucl  Deutsch,  2  wde,  Basel  1920,  1924,  2.  Aufl.  192G,  1928. 

ま syutax ま^: H;2.^K:S: 薛 浑 蹒 i 厂 T^cco^*: ま^; 

li.  Klihllcl : Einfiilll.lulg  in  die  Syutax,  Jleiclelbery  】9.4 
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J.  Kies:  Was  ist  Syntax?  ein  kritisclier  Versucli, 2.  Aufl.  pl.ag 19 に r 

.\v.  liavcly-  :  Haudlscll  cler  erlird-l.enden  syntax,  em  versucli zur  Erf-orschun^J  del-  wedsgungen 

und  _rriew:l.u-fte  in  Syntax  unci  Stilistik,  Heidellberg  1931. 

1. A.  ； Fick  :  veryleicllendes  ^^^ow?s^  der  indogermanlschen  Sprachen,  4.  Aufl. 二  Bde.  GOthngen 

1890—1909,  I.  Teil:  A.  Ficlc  :  Wortscliatz  der  Grundsprache,  der  anscllcu im 二  tier  westcuropals- 

clien  spraclsinheit  (1890)； 

II.  Teil ：メ vlr  stolss  :  urkeltiscllcr  ，snracllscllatz,  ^io^  iiberarbeitct  unci  llerausweget-eil づ on 

A.  Bezzenbergel-  0894)； 

III.  "Teil : A.  Tor})  ：  wortscllatz  der  germalliscllen  Spraclielinlieit  (1909). 

2.  A.  .walclc  :  vel.gleicliendes  WGrterbtich  del-  indogennaniscllen  spl.acllen,  llel-ausge^clieu  und  bearbel- 

toi,  メ-on  Jnlius  polsrny,  3  ； Bde.  130rlin-Lelpzi^  1928I:S32. 

o.  sclumltjl- : neallexilsll  del-  inclo§l.;r-;lmsclsn  Altertumslsnde,  Gl-undzfige  emcr  Klllturiurul  viilker- 

gescllicllto  Altclu.opas, に. Ann.  hel.iulsgog.  von  A.  Nellrln^,  Berhu-lfelpz お 1917 ! 19 に 9. 

VI.  ゆ^^  *c 

9 
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】. F. (10  Saussurc  : l\I<,"molre  sur  lo  syhit^uo  des  voycllcs  (ialls 】os langucs  ln(lc.ollrcfc6nncs 

Leipziir  1879nK©cueil  des  PUTbllcauons  sclontlflqlss  (10  I\  do ひ aussuro,  Genevo 192 に jpp. li に G8. 

に. K.  Ii{ibsdmi;uiu  :  £>as  UKlogcrmanLsche  .vokalsvstora,  Strasslnirg 188 ひ， 

3. 1 つ. 〕kvlltcl : Dio  Hau^tproDisne  der ludogernmnlschen  Lautlelu-e  seit  Scliknclicr,  Gctuugcu 1^9 ド 

^.  J.  7t.llnlult:  WM.^^^  der ひ slantentlleorle,  TTounar  18^0. 

^. 11.  GautlnoL  :  La  Is  do  Ino<!  en  Edoeurop^en,  Paris  1913. 

c.  iL  Giiutcm  : ludogcrmnuxaclio  Awautpl.oMcme, ひ u.flslmrg  191? 

7.  Granunont  :  Traiti  de  212r,、tlquo,  IPans 193パ 

8.  P.  Perssou  :  Studien  zur  Lclil.e  vou  der  .wurzelerweiterung  uud  メ vurzelvarlislon,  Uppsala  1891. 

へ、 ： Zur  Frage  nach  soireuauntGn  .w  urzeldetcrlumatlven  HBeitrHge  zur  lndo^el-r?  .wortforsclsn^ 

Teil 1L  Uppsala  1912. 

0.  N. IPlenslmnr  :  ^^s^^op  auf  ^2n  Gelneto  der  iudogermalilsclien  .wurzelbildung  H.  Luna  JL89r 

IP 1L  OUlntert  :  Relnrsvortbildungeu  is  Arisclsll und  Altgrleclnscten,  Heiuclbcrg  1914. 

11. J.  sclimidt  :  oie  ； Tlunll ゲ ildungen  der  inclogcrmanisclien  "Weimar  18^9. 

1 に. K.  Audoutn  :  bo  la  d^cunaison  dans les lan^ues  mdo-europ ひ ennes.  Pans  1890. 

Mr-.  JL  Ostlioff  :  "Vom  Suppletiv メ veseu  der  uidogersaluscllen  ^^§0^03.  Heulellsrg  1900. 

1*.  H.  Petersson  :  Studien  die  Indogennanlsclle  Heteroiaise,  llund 19 に L 

s  ;  Zur  Ksmtuls  der  mdogerraanlscllen  Heteroklise,  Lun^ 19 にに. 
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IP  Q.  yo^^^  : Ifes  d へ susnces づ cl.lmles  21 R  en  Sanskrit,  en  M^p^^s©  en  om^^o^  l^ennes 】8ぬ6. 

1G.  J.  cllarpeutiel- : wiG  ^OM.^^^W. i に HnclllngGll  del,  indogermanischen  ^lu-aclsn,  Uppsala  〕91 へ. 

17. 1 ゥ ww-^^p^pw^  :  !he  De3nonstl.axlvpronouuna  der  mdogosnaulscllen  & -ijrilcllen,  Leipzig  1904, 

18.  w.  wrnsualln  :  Pronominale  BilcluugGU  del-  ludogel-nliuuschen ひ jorachen,  Lispzig  rl&ipzi 飞 1907. 

19. 1 ゥ ujnlgmaun:  ts  cllstl.l outivcn  unci  die  l<ollol《tlvGU  JNUnlemlia  del-  llldogemlaniscliou  一 sju-isliell, 

に p  fe.  scllweutner  :  Die  r>rT51i-iren  Interjelitlolsn  in  (lei-  lnuos>l-Jnaulsc】len  spraclsn,  lieidelherg 19 に 4. 

つ .-•  ,\v.  Havers  :  untel-sucllungen  zlu-  Kasussvntax  del-  illdogeriuilluscliGll  ^Jpraclieu,  strassTbunr  191.U 

に 2.  w.  Brugsann  :  Die  syntax  aes  elnfislion  siltNes  Kn  Ilidogcrumulsclien,  13cl.llu-Lelnzlgl9 お. >• 

に 3.  G.  cueudeti  :  X/orclre  C1P3  50<i  dans le  texte  grec  0^  cans les  "V2.-S1CSS  ^otlque,  SXSK-nlenne  ct  vicux 

slave  des  dVangiles  L lies  groulss  ncsunallx,  ； Paris 19 に 9. 


24  !\  Beclitol : Ut5r  die  BezGlcllnungop  der  S15111C1121  .wacllruolmlunsm  in  den  indoirormaulsclien 

spracllen,  .Weimar  lo<9. 

に 5.  w.  b^?w-^o^  :  Die  indogerlnanlsclsn  vel-wanatscnaftsnaraGn,  Jfeipzlg  1889.  「1893-1894 

26.  K.  Brllglnanll:  Die  Ausdriicls  fiir  c!Gn  13es.iff  del-  Tot-ajltiit  In  den  Inaogennanlscilen  snl-aclsn,  Ifeipzig 

21. E.  Gottlieb  :  A  systematic  tabulatioia  of  Indo-Eurojpean  alsnal  names,  siiladelplna  1931(  HXJaugcage 

Dissertations  VIII).  ryua^e  ； Dissertamons 

Sh.  !lane  :  Words  for  clotliil】i?  in  the  principal  IlKlo.Ellropeall li ョ guaire;  Balsn ore  1931  (  =  ijau- 


28.  p 
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J.  Th.  IHo 一 iff 一 v  :  Gemcliichto  llcr  sprilcl-vlssollscllaft  uuil  cnoutallscllon 1 一 1115l:glo l-l 】)2ltscllland  Bolt  (10m 

ABflsge  dem 19.  Jahrhundertm  mit  einsn  RdckBioL-t  auf  die  frtusr き Zeiten,  Mcinclls  1869. 

に. V.  ，rhomsen  :  Goschicllt-0  (Icr  sm.aclnvissenscllaft  lbs  zum  Allsgan^  dos 10.  Jalu.llundcl.ts,  iiborsosd 

von  IL  rollak,  Halle  (saille)  1927. 

3.  H.  Podcrseu  :  Linguistic  science  in  tls  nineteenth  century,  methods  and  rosuits,  trans 卜 atecl  by  J.  W. 

spal.25,  camln.ldlre  (.IVIass.)  19tl. 

4.  ^t-:lud  und  Aufgalsll  dor  spracllwissslschaft,  Fostsclll.lit  fiir  .willlcjlm  stlditlacjrg,  ncukjlberg 1 一) に. i  : 

lutlisdi  von  H.  weicllelt  (に 381^ ひ！ 3),  Irauisch  von  H.  weicllelt  (に 731 に 89),  Dio  l>islierigen  Hrgcbsisse 

dcr  hcthitischen  spl.acllforscluulg  von  Johannes  Jprledricl!  (304--O1S),  Grsclnscll  von  Adoh  .Walter 

(3191300),  Altitalisclie  Dialokte  von  J.  w.  Hofmann  (3G1—391)，  Altgermanischo  Dialokto  von  p  Kars- 

tien  (3921418),  beutscli  von  N. IMiclbcJls  (463—511)，  Die  oncrlisdle  spracl-vissenscllaft  von  W.  worn 

(ひ 1^1 ひ 84 ン Dcrlieutige  Stand  del.  l.olnauiscllen  Snraclrvvisseuscliaft  von  J.  Jol.dau (ひ SOIG に 1), Baltisclie 

spraclsn  von  F.  SpocM  (6221648)，  Slavisch  von  K.  JL  Meyor  (G49  —  670)， 

5.  Dio  Gosclliclito  der  indotrennaniscllen  si)racllwlsseuscllaft  seit  ihl.er  Begriindun^  dul.cll  iranz  Bopp, 

h-egriindet  von  .willaelm  streitlsrg,  MM.  Albtoiluug  :  Dio  Erforschung  dcr  ludogermaniscllon  & -pl.aclsn, 

wand  I  :  Die  gl.iccllicllo  sllracls  von  >.  Tliuml>;  Die  itallKclsn  spraclsn  von  A.  \Valde;  vulgarlatom 

.von  IL  v.  Ettmayer;  Die  keltischen  spraclsn  von  Thurneysen,  Jicrlil! -Leipzig 19  J  6. 

wand  II  :  Germaniscli  vou  a?.o^^oww  und  sicllels, 1. L-lelerung 19 に 7. 

Band  III  :  slavlsch-JLatauiscll  von  A.  Briickner;  Allbaneslsdl  von  Is.  Jokl,  1917. 

Band  IV, 1. Hilite  :  ludisch  von  TV.  .wlist,  1929  ；  2.  walft©  :  Iraniscli -sn  H.  Reichelt  ；  Aromnisch 
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you  F  Zeller,  1927.  「Etruskiscll  von  E.  Fiesel,  1931. 

Band  N 1. Lieferu ほ ： Metllitisch  und  "kleinasiatisclie"  spraclsn  von  J.  Friedricli,  1931 ； 4.  tlelerung: 

VIII.  0  lw。 

1. IIKlogrmanisclle  :Fcrsclumg§,  zeitscl.ift  ，ir  Indogermanistik  unci  allgemeine  spracllwicnscllaft, 

Isgriindet  von  K.  wrugmann  und  TV.  Streitberg,  herausgeg.  von  F.  Sommer  und  A.  Debrunner, 

Berlin-Leipzig  (1891ff.). 

2.  Zeitschrift  fiir  Yergleiclsnde  spracllfcrsclmng  auf  dem  Gebiet  dcr Indogermamsclien  oprachon, 

Iiegriindet  von  A.  ^.fp  herausgeg.  von  Scliulze  und  H.  Oertel,  Gdttingen  ="Kulms  zeitscllrift- 

(1852ff.).  「ち S3. 

3 13eitra§  zur  Kuude  der  iudogermaniscllen  spl.achen,  Israusgeg-  vou  A.  wezzeuberger,  G6ttlngen  18771 

4 IVKmoire  de la  socidt^  ae  hnguistique  de  Paris,  l868ff. 

Bulletin  de  la  socidt^  <le linguistique  tie  Paris,  1868fi. 

5.  The  Amorican  Journal cf  Philology,  founded  by  B.  L.  Gilderslcevc,  Baltkaoro(1880ff.). 

p  Lsiirualre,  Journal  of  tlie  Linguistic  society  oi  America,  Balumore(19 に 5fl.). 

7.  Wdrtcr  imd  Saclien,  KulturllitoriscIS  Zeitschrift  fiir  spracil.und  Sacliforsclmng,  begriindet  von  R 

Meringer,  Heidelberg  (1909ff.). 

8. Indogermanisciies  Jalu.budl,  be3.(indet  von  A.  Thumb  imd  W.  Streitberg,  J3erlin-lieipzig(1914if.) 

IX.  ^圆 l§0 阈^ .x^.li^ 科お。 

J.  IVEansiou  :  Esquisse  cl-une  llistolre  de  la  langue  sanscrite.  Pans.  1931. 
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J.  IBloch  :  L-£ndo.aTyon  ニー i sda  2S  temps  modemes,  Paris  (sous  prease). 

A.  Thumb  :  Handbucli dea  Sanskrit,  Heidelberg  1905;  2.  Auflage  V2.1  一一,.； sort-  und  mit  NachtrSgen  vorso- 

15U  vou  II.  Hirt,  Hei(lclbo.Tg  1930. 

J.  waokerxsgol : Altlndkohe  GPSSHatik.  I  :  Lautlellrp  OWiitingen  189G;  II. 1: Eiuloitung  zur  wortle. 

lire,  Nonumdliom づ ositlou,  1905;  III.  "\>  nckcrnagel  Hud  A.  .oc/hr-ulncr  :  Nonuualfloxlon,  zilllhvol.t, 

IVonomon,  1930.  「1899. 

C.  C.  rnlloll-hcck  :  KllrzL5fa.ssf os  Ctylnologlsc.ho3  wcrtorbucll 二 or  a-ltuKhscllen  npl.acllo,  Amstel.dajn 

gunlsjl 化 5 ほ，， K^,:; 一お， ョ去 El.nst  unci  Julius  Leumaim  :  atymologisclls  ,w6rtorl)uc1l  dor 

Sauskrit-Spmclie  (a 丄 a)，  Ifeipzig  1907  ^SBO^.  ^  ^^t  F  ^ま. t  0  5  。 久ゅ W.  WiM  : 

verglclclloncss  und  etymologlscllcs  .wiirtcrlmcll dos  Alt-tKloariscllen  (Altilldisclloll), Hci 二 c>115rg 

cli.  BJU-tliolomae  :  ^  orgpsclucllte  (12:  u.aluscllcu  npl.ildleu  =  Gl.undl.iss  del-  iraniscen  pllilol9_io  I. 

Strassburg  1895,  1  —  151, 

、、 ： A-vvestasm.acls  nnd  Altpersiscli ib. 153—248. 

H.  welcllelt  :  A メ vestisclies  Elemental.l)ucll,  Heidelberg  loop  「Benveniste,  1931. 

A.  Meillet  :  QM.2s»p^«.ffi  du  vieux-perso,  R-lris,  1915,  2。 ヘレ d.  entiOremont  col.riL&e  et  ausnent6e  par  E. 

Ch.  Bartholomae  :  Alul.anisclles  .wvirterhucll,  Strassburg  1904  ；  Zum  altiranisclien  W 一 ：>rterbucll  stra- 
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Bsburg.  1906  =  xndog.  Forsoh.  XIX.  Beilleft. 

c  t  、r  /  " ュ- ^.c 

a.  Meillet  :  .AltiuMueulsclie  Granmmti に, Helcleusrp  1912.  piescriptive〕 

、ゝ ： u^x^^xs  cruls  ^.pws^p^.o  C2npar<?0 に e  rarmdusn  classique,  wiell.  1003. 

II.  HdbscllmalB  :  Asnenisols  Etymologie  UArnslisdie  Grasmatik  I,  Leipzig  1897. 

Q.  Meyer:  Kurz く ofasste  albanesisohe  Or 二 milntik  mit  Lesostiiclccn  und  (ucssilr,  Leipzig  1888.  〔descriptive〕 

ゅ2>。  in.  Jold:  Lmlmustlscll 丄.； -ulturlllstonsclle  Initer-sucllungcll aus  (Isn  I3G1- ゆ Idle  (les  Altnlusclien, 

Ikirlin.Leipzig  1923. 

G， IVIever  :  Etylnologlsclies ン v<」rtorbncll  del-  albanesischen  opracls,  strasslnu-g  1891. 

p  ^  ^  ^頭 淙。 

IF.  IVIiklosicli : Vm お leu51121de  Gl-alunmtik  del-  slirnschcrn  SJn-aclien,  4  wde,  "wsn  ls/4—1879. 

(Balid  II  Sid  IV  in  Neudruck,  Heidelberg  192G).  . 

.w.  ^oudrak  :  Voi お leiclsnde  slavischo  Grammatik,  2 13de,  2.  Aufl.  GGttingeu 19 に 4  Sid  1928, 

J.  J.  J\ukl〈ola  :  ul.slavlscnc  cranlnlatllc,  L  Lautlehre,  .vokallsnuls,  Jietonun^J,  HSJelberg  1^13. 

A.  ！ RleiUet  : Ife  slave  COJnnlun,  Paris 19 に 4 
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o.  B1.0011 : slaviscls  pllitik,  Heidelberg  1911. 

A.  LesEeu  :  Haudbucli  del-  altbulgarisclsu  (illtkirclsnslaviscllon)  spl.acho,  G.  Aufl.  Heidelberg  1922. 

广 dcscl.lptlve〕 

: OM.^SK-K^^  der  altbulgarischeu  (ultkircliellslavissllou)  Sprache  2-13.  Aufl.  HCJidelber;  1919. 

>\ .  \  oudrak  ： レ ItkirchenBlavische  Granmmtik.  2.  Aufl.  Berlin  1912. 

p.  Kulbakin  :  Le  vieux  slave,  Paris  1929. 

ん. づョ ン ご，^  ..  CSSCIlte  der  altkil.clleuslavisclle  spl.ache,  I. IJaut.  lm(l  !\>rmclllolu.o,  13cl.liu-I&ii>zig  1931. 

P.  Diels  :  AltkircISUSIavisds  Gran ビ uatik,  Heidelberg 193 に. 

A.  Mellk-t :  Etudes  sur  rdtymolcgie  et le  vocabukis  tlu  vicux  slave,  2  vols.  Paris  1902,  1905. 

F.  iuKloslsch  ..  Etymologlsclles ン VGri&rlbucll  der  sla.vischeu  spl.ilcllen,  メ Vien 1 ま 9. 

K.  Tl.allt-m:llul : BaltiscllJsl;lYisciies  AV へ .-l.tt-rlmch,  Gtitt-ingcm  1923. 

f.  X  、r プ^  0C 

1. y  メ  =  ^  l^。  . 

A.  Ix-skic-n  : l-itauischos  Lcsobuch  luit  Grammatik  uuil W 亇 rtol.bueh,  Hckldlsl お 1919.  (chiefly  clescri- 
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さ ゆ：^^ ^厂， ^3、 

A.  Scllleidler  ：  Haudbucli  (101-  litauisclien  Spraclie,  2  Bde,  Prag  1S5GI1S57; 

R  Km-scllat  :  Gl.ammiltik  dor  litauisclien  Spraclie,  .nalle  187b; 

()•  Wiedemann  :  Himdbuch  del-  litauisclien  Spraclie,  Strassburg  1897. 

一一-に！ > チ条； 1SS.C4、0。  slHlt 露 AH さ fBS ^〔^令 まお ま" ヨ^,^ ゆ》。 

/  :Bezz21te ーミ er  ：  woitrago  zur  GescldcMe  der litauisclien  Spraclie,  Gcttulgeu  1877. 

A.  Lesldeu  :  Der  Ablaut  der  Tv-urzelsilben  im  Litauisclien,  l&lpzlg  1884. 

: . die  Bildung  del-  Nomina,  im  Litauisclien,  Leipzig  1891. 

H.  H. 13eiuler  :  A.  Litlmallian  etymological  Index,  Princeton  1903. 

j  Endzelin :  Lettiscli  Llbucll,  Gl.amnlatisclle  uud  metrisclie  vorbemel.kungen  ,  Texte  und  Glosar, 

Heidelbem  1922.  (elementary 」 

一一 : Lettisclie  Grammatik,  Heiddberg  1923. 

p  Koffmalm  :  Gesdiiclltc  dc-r  gl.icclli き 15n  sl-115,  I  (Bis  zum  li  del-  kl~iiscll。u  zeit)，  Sammlung 

二-.. -sclloll, 2.  AufL  191->.  - ト a 
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P.  liretsclsler :  &pr:K.-110  m  A.  Gel.cke  und  E.  Norden :  EEeiklng  in  dltt  Altertums\\」wscmch:lf t,  3.  Aufl. 

P.  KTetscllmel- : L-ulleltlmg  m  die  GesoLachte  del-  gl.ieclliacheu  Sprache,  Giittingen  189G. 

a.  IVIeillet:  AP01.9U  u、lme  lli-stcire  de la  laiiguo  m.ecque,  ^  Ad.  Paris  1920. 

(German  translation  of  the  1st  ed.  by  w.  M.eltzer,  Heidelbero- 19 に 0.) 

1. olotro,  :  Einflcirul お ms  CTriccllische   a-lf  sl>ru-cll\Yissensclmftlicller  Gruudlage,  wolm  1922.  〔ele- 

mcutary〕  rlelu.e,  Leipzig-Berlin  1917.  〔elementary〕 

1. Sonimer:  oprilclnnssslachaftlicllc 1 に l.liiutenmyeu  nil- deu  gl.ioollisollen  unterricllt,  M-PS^AC^^  Formen- 

c.  >\ right  :  compu.au ve  wranlnsT  of  the  Greek  lilnLnulss,  liolKlcn 191 に. 

E.  Kleclsrs:  Hlstorsclle  griechischo  Grammatik,  4 IHnde,  Sanuulung  Gdsclieu,  1925-1926. 

>. M_elu.et  et  J.  \-21dryes  :  Tl.Jut<3  cle  ^1-a-mllm-ire  co】llna-n:-e  des langucs  Cl.ilssiq-ue3, に a  tirajje  Paris 1 ぬに 7. 

Ii. iiirt  :  OM.S0^^c-s  liaut-sld  Fcrmeulellre,  2.  Aufl.  Heidelberg  1912. 

K.  .Lirugmaml : Gl.ieclliselle  Grai ョー lat-ik,  4.  Aufl.  Ibearbeitet づ oa-  A.  Tlmmb,  Mouchen  J 一二.". 

c.  u.  .BUCIC :  lutroductiou  to  the  study  of  the  Greek  tiialecta,  2nd  ed.  Boston  1928. 

A.  Thumb  :  Handbuch  der  griechi2:hell  Dialekte,  2.  Aufl.  vcn.  E.  Kieckers,  Heidelberg  1932. 

W.  Prelhvitz  :  Etymologischos  Av^rterbudl ber  gricchischeu  sm.adle に. Aufl.  G6ttingeu  1905. 

E.  woiBooq  :  Dictionnais  €tymologfg§  de  la  langs  gscqae,  Paris  et  Heidelberg  1917. 
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1. お ft  d  . 

p  D.  3Buck  :  A  3.ammar  of  Oscan  and  ITJnbrian,  Weston  1904.  (German  trans,  by  E.  pskoscll,  Heldel- 

l-erg  1905) 

R. づ on  Planta  :  Grammatik  del-  ndscll-ulnbrisclsp  Dialekte,  2  Bilnde,  Strassburg  1892,  1897, 

R.  S.  Conwav  :  The  Italic  dialects,  2  vols.  Cambridge  1897. 

F.  Stolz  :  Geschichte  der lateinisclien  spl.aclle,  Sammlung  G5SC1S11, 2.  Aufl.  1922. 

J.  Marouzeau  :  Le latin,  2"  Ad.  Paris 192  r 

A.  Meillet  :  Esquisse  (rune  liistoire  de la  langue  latiue,  2™ れ d.  Pans  1931. 

1 ぞ ¥V  .^k^^s:^ 1 メ  Kl.etsclmler  :  Spraclie  (Gercke-Norden  :  Hinleitullg)  s:  ?  ^  vf#$:  % ゆ A/,lr 

が s^n  P.  wilmeberger  :  Die  Kultur  der  Gegenwart  Teil  I.  Abteilung  VJJI,  3.  Aufl.  Ifelpzlg- 

Berliu  1924  ^  J.  Wackernagel : Die  griecliiscis  spracis  (pp.  371—397)，  F.  Skutsclr:  Die  latolmscls 

Spraclie  (pp.  が ゆ Ayc& が。 

F.  Sommer  :  XJateiniscIS  Scliulgrammatik  mit  spracllwissensclrnftliclien  Anmerkungeu,  2.  Aufl.  Frallkmrc 

a.  M. 1923.  〔elementary〕 

W.  M.  lindsay  :  A  short  historical  M^p^p  ^00^  2nd  ed.  Oxford  1915. 

u  一一  :  The  Latin  language,  an  Mstorical  account  of  Latin  sounds,  stems  and  lonns,  Oxford  1894.  (Ger- 

man transl. Iby  H.  Nolil,  L-elpzlg  1897) 

E.  Kieckers  :  Kistorisclle  lateinisclie  Grammatik,  2  Bde,  M《inclsn  1930,  1931. 


69  ― 


i\ ひ o 一 umer  :  Handbuch  der latoiuiaclten  Eiaut.  nnd  Formenlehre  2.  AufL  Heidelberg  1914; 

Kl.ltissho  J に l-liillun.ungeu  191+.  「； STIUCllen 】9に8. 

F.  Stolz  and  J.  J.  H;  schnmlz:  ILateuusche  Granenatlk,  5.  Aufl.  von  M.  Leumsux  unci  J. 13.  Hofmmui, 

一に ラャ 一』 .V  ,.-,/;.. さ I..IC 條 A.  :M211ct  et  <T.  \elKu.yes  :  o^.pwssp^.o  compare  dos lasguos  clasaiques  ^ 

v.  Henry  :  osl.ammau.e  colnpal.oe  du  grec  et  du latiu,  6。  Paris  1908. 

R  Giles:  A  sllol-t  Inasuel oi  compar/lt--e  philology  for  classical  students,  2nd  ed.  London  1901. 

K  H.  Grandgent  :  An  lutrojuctlon  to  vulgar  Latin,  Boston  1J}07. 

J.  B.  Ffofnuus  :  TJak-ulls(-110  umgangxBpraolie,  Heidelberg  1920. 

1 つ. Ivrulk-r  :  ..vltitalisches  .u. ortel.bucll,  Gr-ttingeu  19l3C>.  「1 ぬ 30- fin  pl.OL_.ress). 

.\. ン val<k- : 「， 巳. s-nsclles  etymolcxisches  \v(irtel.bucll, 2.  Aufl.  Heidelberg  1910,  3.  Aufl.  .von  J.  P>.  Hofmans, 

A.  l.a.llout  et  A. レ telnet:  Dlctlonllau.c へ-tylnologlque  (le la  lauguc  latiue,  l)ans  s.^. 

\\ .  !Ma.v2.-rin)1s: 】 に 151-llrunra-  in  das  stulhllm  del-  rsnaulschen  spl.acll メ vissensdiaft  c.  Aufl.  rreljelbel お 

1.  「190G. 

Gl.luldrls;.!  del-  l.omalus_.;lleu  pllilologs,  llerausisirelsn  von  G.  Griiber,  】3:lu(l i., に. Aufl.  rM-rasslHu.g 

G. Ivllllal.cltjt  :  Llngulstlqls  et  (halootologle  roinanes,  piu.ls 1^ に 3. 
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K. licul.ciez  :  Ek.-Jnouts  tje linguistiqls  romauo.  Pans  1910.  「191J. 

A.  zalmel- : Komauisclie  spl.aclrwissellscllaft,  Sammlung  G_3fsllsl, 2  wdo, ヒ 4.  AufL  1921,  Mr.  o.  Aufl. 

W.  Mover-  Liibke  :  Grammatik  der  ronlaniHcllen  spl.acllen,  4  !Bde,  Leipzig  1S90I1901.  (French  tl.ansl. 

by  Hilbiet  and  Dontrepcnt,  4  vols.,  Paris  1890 —1906.) 

^.  Meycr-Iiibls  :  TtomsliscLOS  ct.ymclogisdips ン\, 一； l.terbuull, に. Aufl.  llddclborg  1919,  o.  Aufl.  19301 

(in  progress..; 

sammlslg  rcmaniscller  Elemeutar-  untl 】 faudt-iicher,  Heidelberg  (pu.l  >vinter). 

sammlslg  kul.zcir  Lelll.biicller  der  romauisclisl  spl.acllen  und  liitel.atur  llalle  a.  S. てノ Is-syel に. 

o.  Blocli  :  Dictionnaire へ- tvmclogique  dse.la  langue  fl.an5ai!s,  avec  la  collaboration  de  W.  von  ？, rtburg, 

Paris  19-32.  K  GamillHchcg:  Etymobgisclss  .wdrterbucll  del- f l.allzGsisclsu  spl.ilclle,  Heidelberg さに！). 

^.  You ン Vartburg  :  :pral£6sisclies  etymologisclies  wdrtel.buch  I.  (A-w)：Bonn  1928, il.  I3erlin  CP  PS- 

gri). 

i. マ^ ブ ， 

E.  .windisch  :  Keltlscls  spraclsn  (  =  oxundriaa  der  roman.  Philologie  Bd.  I.  2.  Aufl. 283 —012). 

H.Zimmer  :  Die  keltsen  Spraclien  (  =  Kiulleberger  :  Die  liultur  der  Gege ョ viu.t 曙 I.  Abtelllsg  XL 

疆， 16). 
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G. づ oi-tul ： Manuel  pour  Bervh.  a 1 ま ude  de l、antlqulw  celhque,  2*  6d.  Pans  1915. 

H.  Pederseu  :  vergleiclsude  Gl.ammatlic  del-  Isltlsctleu  Spraclien, に IBue,  Q^^~^otf  1909,  1913. 

Wli.  stolss  :  ul.keltiscller  spl-acliscllatz,  iibersetzt,  ii-herarDeitot  unci  hel.ausgegeTbeu  von  A.  Bezzslborger 

=A.  Ficlc  :  vel.glcicllencles ゴ ortcl.bucll II.  Teil,  G6ttlnra,eu  1^94. 

G.  Dottm  :  IJa- lai だ-. s  gauloise,  Paris 19に0. 

L.  Weisgerher  :  Die  Spractie  der  Foattandkelten,  Frankfurt  a.  M. 1931. 

ン V.  Hol(101- : Alt-C01tiscl5r  stl.acllsclmtz,  Leipzig  1913. 

I-..  A  concise  Old  Irish  ra,iy-»PM.  and  reader.  I.  Gra-lnlnar,  Halle  a.  s. 1^14. 

J.  .vendryes  :  Gralnlnalre  du  vlell-ll.lanclals,  Paris  1908. 

R.  Tlmrneysen  :  HauclTbuch  des  Altil.lscllen.  GrsnnluK,  Heidelberg  1909. 

•F.  KIU£3  :XJrgermanisch.  ,vol.t..escllicllt6  二 cr  alttrel.maulsc】len  rhillekt-e,  st.l-assljurg  1913.  =  Grundriss  der 


germanisclien  Pliilologie  3.  Aufl.  13d.  2. 

>. Nol.eeu  :  Abl.iss  dttr  llrra-ernmuischen  Lgltlellre  mit  t-osondel.er  Hiiclslcht  aui  (lie  nordischen  Spracnen, 

Strassburg  1<S94. 

R.  It.iwe :  Germaniscls  Spraclnvissensclmft,  Sammlung  G6SC1511, 2  wde,  o.  AtffL  1922, 19 に 4 

ン V.  stl.Gitbel.c-  :  urgermanisclle  Gl.ammatik,  Heidelberg  189? 

H.  ffi.^.^  :  Haudbucli  <ies  urgermaniscllen,  3 IBde,  Heidellberg  193i,  1932,  19.-U. 

A.  Ivle.il1.et-  :  caract^l.es  ahleraux  cles  langues  gerslanlgues,  3..  eu.  Paris 19 に 6. 

!\  Dieter  :  M-ptf^.cp^  JPormenlelire  del-  altgel-maniscllGn  Dialekte,  Leipzig  1900. 

F.  wpc^wpp?^  ..  Deutsche  Grarnm:lt.ik.  Km. お e+filsste  Lsst-und  Formenlelll.e  dcs  Gotisclsn,  Alt-,  Mittel-und 

NGUlloclldeutschen,  S.Atifl.  JVIartmrg  1918. 

V.  Henry  :  Prdcis  cie  grarsnaire  cosaparde  de 1-anglais  et  de l*alleniand, に n  ed.  Paris  1907. 一  ——1898. 

J.  Grimm  :  Deutsclie  Granunptik,  4 13de,  1819—1837,  neuer  Abdruck  bc-sorgt  von  ^  .  scllel.er  i3el-lm  1870 

^.  .wiljnauns  :  Deutsche  Gl.ammatik,  Gotiscli,  Alt-,  Mittel-und  Neulloclldeutscll.  Strasslnu お， I.  3.  Aufl. 

1911, II.  2.  Aufl. 謹， IIL  L li.  III.  2. 謹. 

w.  !\alk  unci  A.  Torp  :  Wortscliatz  der  germaniscLen  Spraclieinlieit  =A.  Fick  :  .VHergleiclientles  一 V6rter- 

buch  IIL  Teil,  G6ttingen  1894. 

M.  H.  Jellinek  :  Gescliichte  der  gotisclien  spl.aclle,  Berlin-Leipzig  1926  "Grundriss  dar  germ.  Pliilologie 
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3.  Aufl.  Band  I.  ^. 

\V.  Bagne  :  Ootisohe  Gsssatik,  9.  Aufl.  Halle  192P 

F.  Klugo:Iho  J つ』 Isuouto  des  Gctlscllen,  eine  <3rstt、-  Klnfiilu.lluir 111 cue  ^c^^-.--E  r*pl.adl\vlssc】ls(.」ulft  】5erliu- 

I に clpzlg 19に1 广 Nsldruck). 

J.  Avl-lKllt  :  Granunar  01  the  Gothic  language,  Oxford 19 に 1. 

w.  Streitberg  :  Gotiaohes  Elsneutarbuoli,  6.  Aufl.  Heidelberg  1920. 

E.  Kiookers  :  Handbuoh  der  vergleiclieudeu  gotischen  Granmulti に, M(iucl!en  S28. 

S.  Fel&t  :  Etymologlaclss  Wdrterbucli  der  gotischen  Spraohe, に. Aufl.  Kalle  a.  s. 1923. 

^tjn/e ひ^。 

()el-nlanlsclle  lylDllcthd ク Heulellsl お (carl ^ 

sanuullsg  Jiurzer 严 iranuuatil ん 21 お Gnuanlscllcr  Laale に tp  Halle  a.  o.  (NKSleycr ). 

； Pr.  Kluge  :  EtvnlcloKisclies  ^&.^o^.^so^  der  ^O-^L-O-^.  Spraclio  IP  Aufl-  】Jerhll-TJeipzlf5  192", 11. AufL 

】uit  untostiizung  durch  w.  Krause  V>0arv5itet  von  A.  OWtze,  1930l(ln  progress). 

H,  FnJ-IC  uud  A.  Tcl.l)  ：  ！ NCI*- ビ glschl 二 iilusclss  ctvnlclcglsclles  ^  CM-^C^.^^C^.  2 13dc,  Kindcllsl お 1910,  1911, 
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E.  Sieg  lm(l ン V.  Siogli 一 ig  :  Toclli-riscll,  (He  spracls  del- lu 二 oskytllcll.  vcruufigc  】3cm2.kun^n  lihcr  cme 

Wsher  unhckilnnte  illdogel.malLisdieu  Litel.atursprache.  〔mit  eiusu  Naclnvort  vcllt,  riscllou  Dltzungs- 

ber.  der  Berliner  Akad.  1908,  915-934. 

A.  Meillet  ..  L-e  toklmrieu,  Indogerm.  Jalirbucli  I.  1914,  1I-19. 

E.  Sieg  .vv.  Sieglin 一、  und  W.  Sclmlze  :  Toclmrisclie  Grammatik,  Gottingcn  1!K〕1. 〔 descriptive  j 

A.  Meillet  et  S.  L へ- vi  :  Les  noms  de  nombre  en  tckharien  B,  RmoiTe  de la  Soci へ- te  de  Linguistique  de 

Paris  XVII,  (1912,)  281—294. 

A.  Meillet  et  S.  L6vi  :  nemarques  sur les  forms  grammatical^  de  quelques  textes  en  tokluinen  K 

I.  Fcrmes  verbales,  ih.  XVIII,  (1912,)  1—33 

II.  rcrmes  nsuilmles,  ib.  XVIII,  (1913)，  381—423. 

A.  Debrunner  :  JDie  Sprache  dor  Ketliitcr,  】3ern  192l. 

p  Herbig:  Wege  und  Ziele  der  liet-hitisclien  spracllfcrscllullg,  Ilidcgerm.  Jalu.bucil  VJII-  1922,  i—20. 

F.  Hrozny  :  Die  sls-aclle  der  wetlliter,  illl- Bau  und  ills  7Algell61.igkeit  zum  m^IcgernlamHchell  spradi- 

stamm, に Bde,  Leipzig 191 二， 1917.  - 

C.  J.  s_  Marstrapder  :Caract6re  ind。-i 翁 s  0 響 Ig お lllt-tite, 醫 dstiania  1919. 
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p  A.  Barton  :  A  Hittuo  maxsal  for  beginners,  pars 19 に 8.  〔B15rt  &  descriptive〕 

L.  J3elapol-te:  do  la lan お 1-0 Inttito  :  L  SyUalbaire  liittito  cunelformp  II.  E16monts  do 1 さ Ian ョ io 

Inttltprans  1929.  〔desctiptive〕,  MP.  Textes  Inttlt-os  en  transcription,  Paris  1933. 

K.  II.  sturt<ivilnt- :  A  C2uparath-e  Granunar  of  tl】e  Tiittito  llsguago,  Pliiladc 二 p】lia  1933. 

E.  H.  ^turte^llnt:  ^^.-^^0  glossary,  words  of  Isown  or  con 一 ecturccl  nlcauinlr  メ vith  slulsriiln  i(lc!o;rams 

and  Accadian  words  common  in  ultuto  texts,  Baltimore  1931. 
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